
 

 

 

 

平成３０年度呉市教科用図書（中学校「特別の教科 道徳」）  

調査・研究報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成３０年７月１９日（金） 

呉市教科用図書調査・研究委員会 





【中学校「特別の教科 道徳」】 

観 点 基礎・基本の定着 

視 点 ①道徳科の学び方等の示し方 

方 法 ○オリエンテーションのタイトル，示し方，記載例 

  

発行者 調査・研究内容 

東書 

【オリエンテーションのタイトル，示し方，記載例】 

※ 記載例で，学年を明記していないものは，第１学年のものである。 

オリエンテーションの

タイトル 
示し方 記載例 

〇 「道徳の授業はこ

んな時間に」 

 

・ 折り込み３ページに，

ショートストーリーを基

に学習の流れを漫画で解

説し，自分の考えを書く

欄を４～５箇所と振り返

りの欄を１箇所設けてい

る。 

・ 「拓哉のなやみ」を読ん

で，考えてみよう 

・ 道徳科では，よりよく

成長するために，一人一

人が自分の心を見つめ，

考えを広げたり深めたり

します。 

〇 「話し合いの手引

き」 

・ １ページで，「話し合い

のときの約束」及び「司会

カード」を掲載している。 

・ このページは，話し合

いのときに参考にしまし

ょう。 

 

 

 

 

 

学図 

【オリエンテーションのタイトル，示し方，記載例】 

※ 記載例で，学年を明記していないものは，第１学年のものである。 

オリエンテーションの

タイトル 
示し方 記載例 

〇 「道徳の学習を始

めよう！」 

 

・ 見開きの目次ページの

下部に，道徳の学習の流

れを「教材に出会ったと

き」「考え、議論するため

に」「振り返る」の３つで

示し，それぞれの学習の

進め方や態度等に係る留

意点について掲載してい

る。 

・ 教材を通して、自分の

心を見つめ、自分と深く

向き合ってみよう。 

・ 「よりよく生きる」ため

の「生きる軸」を自ら築い

ていこう。 

 

 

 

 

・ 各学年で，「道徳の授業はこんな時間に」として，折り込みページに，ショー

トストーリーを基に学習の流れを漫画で解説し，自分の考えを書く欄や振り返

りの欄を設けている。また，「話し合いの手引き」として，「話し合いのときの

約束」や「司会カード」を掲載している。 

・ 全学年とも，「道徳の学習を始めよう！」として，見開きの目次ページの下部

に，道徳の学習の流れを「教材に出会ったとき」「考え、議論するために」「振り

返る」の３つで示し，それぞれの学習の進め方や態度等に係る留意点について

掲載している。 



教出 

【オリエンテーションのタイトル，示し方，記載例】 

※ 記載例で，学年を明記していないものは，第１学年のものである。 

オリエンテーションの

タイトル 
示し方 記載例 

〇 「中学生の道徳が

始まる」 

〔第１学年〕 

〇 「〇年生の道徳が

始まる」 

 〔第２・３学年〕 

・ 見開き２ページで，道

徳の学習で特に深く考え

させたい重点テーマを６

つ，教材名と共に示して

いる。 

 

 

 

・ 小学校での学びを基礎

として、道徳についての

学びをさらに深めていき

ましょう。 

・ １年生ではこのような

ことを学んでいきます 

 「中学生になって」 

 「たくさんの友情を育も

う」 

 「夢や目標を見つけよう」 

〇 「道徳って、どんな

ふうに学習したらい

いの？」 

〔第１学年のみ〕 

 

・ 見開き２ページで，右

ページにイラストや吹き

出しを基に，教材を読ん

だり，考えたり，話し合っ

たりするときの視点や留

意したいこと，左ページ

に道徳の学び方を示して

いる。 

・ 自分に引きつけて 

・ 登場人物の行動や気持

ちをとおして考えよう 

 

 

 

 

 

 

・ 各学年で，「中学生（〇年生）の道徳が始まる」として，見開き２ページで，

道徳の学習で特に深く考えさせたい重点テーマを６つ，教材名と共に示してい

る。また，第１学年のみ，「道徳って、どんなふうに学習したらいいの？」とし

て，見開き２ページで，教材を読んだり，考えたり，話し合ったりするときの

視点や留意したいこと及び道徳の学び方を示している。 



光村 

【オリエンテーションのタイトル，示し方，記載例】 

※ 記載例で，学年を明記していないものは，第１学年のものである。 

オリエンテーションの

タイトル 
示し方 記載例 

〇 「『対話』で広がる、

道徳の時間」 

 〔第１・２学年〕 

 

・ 見開き２ページで，イ

ラストや吹き出しを基

に，他者や自己と対話し

ながら主体的に考えるの

が道徳の授業であること

を示している。 

・ グループやクラスで意

見を出し合ったり、議論

したりすると，どんなこ

とに気づくだろう。 

・ 自分を見つめると、ど

んなことに気づくだろ

う。 

・ 「友達と自分の感想と

を比べたとき、考え方の

違いがわかって自分を見

つめ直せたよ。」 

〇 「道徳の時間に学

ぶこと」 

〔第３学年〕 

 

・ 見開き２ページで，内

容項目を簡潔な問いにし

たものを「二十二個の鍵」

として示している。 

・ よりよい生き方って、

どんなものなのだろう。

それを探していくのが道

徳の時間。 

・ 自主、自律、自由と責

任：自ら考え判断し、行動

するとは？〔第３学年〕 

〇 「本書で学ぶ皆さ

んへ」 

・ １ページで，教材を構

成する五つの要素として

「①学びのテーマ」「②考

える観点」「③見方を変え

て」「④つなげよう」「⑤私

の気づき」，学びを充実さ

せるためのページとして

「コラム」「学びの広場」

「学びの記録」を示して

いる。 

・ この教科書は、皆さん

が主体的に学べるよう

に、構成を工夫していま

す。 

〇 「どうして『道徳』

を学ぶんだろう？」 

・ 見開き２ページで，内

容項目やイラストを使っ

て道徳を学ぶ意義を示し

ている。 

・ 道徳の時間は、よりよ

い「行動」ができるよう

に、一人一人の「判断」を

支える心のありようを、

みんなで考えていくため

にあります。 

 

 

 

 

 

 

・ 第１・２学年の「『対話』で広がる、道徳の時間」においては，他者や自己と

対話しながら主体的に考えるのが道徳の授業であることを示しており，第３学

年の「道徳の時間に学ぶこと」においては，内容項目を簡潔な問いにしたもの

を「二十二個の鍵」として示している。また，教材を構成する要素や学びを充

実させるためのページ，道徳を学ぶ意義について示したページを設けている。 



日文 

【オリエンテーションのタイトル，示し方，記載例】 

※ 記載例で，学年を明記していないものは，第１学年のものである。 

オリエンテーションの

タイトル 
示し方 記載例 

〇 「道徳科で学ぶこ

と」 

 

・ １ページで，道徳科で

学ぶことの意義について

の４コマ漫画及び４つの

視点の広がりを図で示し

ている。 

・ 道徳科って、何を学習

するのかな。 

・ 道徳科では，よりよく

生きるために大切なこと

として，次の内容を学習

します。 

〇 「道徳科での学び

方」 

・ １ページで，道徳科で

の学び方を「気づく」「考

え、議論する、深める」「見

つめる、生かす」の３つで

示すと共に，「学びをより

深めるための手立て」を

写真を使って４つ示して

いる。 

・ 教材をとおして、どん

なことが、よいと思った

だろうか。どんなことが、

道徳的に問題だと考えた

だろうか。 

・ 自分が考えたことを書

いたり、発表したりしよ

う。 

〇 「道徳ノートのと

びら」 

・ 別冊「道徳ノート」に，

１ページで，４つの視点

ごとに学習したい内容項

目をチェックしたり，自

分のことについて記入す

る欄を設けたりしてい

る。 

・ よりよく生きるために

大切なことのなかで，あ

なたはとくにどんな内容

を学習したいですか。 

・ 自分について書いてみ

よう。 

 

 

 

 

 

学研 

【オリエンテーションのタイトル，示し方，記載例】 

※ 記載例で，学年を明記していないものは，第１学年のものである。 

オリエンテーションの

タイトル 
示し方 記載例 

〇 「新しい扉を開く」

〔第１学年〕 

〇 「明日への扉を開

く」〔第２学年〕 

〇 「未来への扉を開

く」〔第３学年〕 

 

・ 見開き２ページで，「考

えを深める四つのポイン

ト」として，「１ 教材と

出会う」「２ 教材をもと

に考える」「３ 話し合

い、磨き合う」「４ 生き

方についての考えを深め

る」を示している。 

 

 

・ 道徳の教科書を開く／ 

そこには、自分の生き方

の手掛かりやヒントがあ

る／心に響く指針があふ

れている／明日への扉を

開く鍵がここにある 

・ 話や資料に触れ、自分

たちの生活や社会と重ね

合わせて、考えたいこと

を見付ける。 

 

 

 

 

・ 各学年で，「道徳科で学ぶこと」として，道徳科で学ぶことの意義や４つの視

点の広がりを図で表したもの，「道徳科での学び方」として，その流れ及び学び

をより深めるための手立てを示している。また，別冊ノートに「道徳ノートの

とびら」として，４つの視点ごとに学習したい内容項目をチェックしたり，自

分のことについて記入する欄を設けたりしている。 

・ 第１学年の「新しい扉を開く」，第２学年の「明日への扉を開く」，第３学年

の「未来への扉を開く」において，「考えを深める四つのポイント」等を示して

いる。 



廣あか

つき 

【オリエンテーションのタイトル，示し方，記載例】 

※ 記載例で，学年を明記していないものは，第１学年のものである。 

オリエンテーションの

タイトル 
示し方 記載例 

〇 「自分を見つめよ

う－道徳の時間とは

－」〔第１学年〕 

〇 「自分を考えよう

－道徳の時間とは

－」〔第２学年〕 

〇 「自分をのばそう

－道徳の時間とは

－」〔第３学年〕 

 

・ 見開き２ページで，右

ページに道徳の時間の意

義について，左ページに

その具体として「さまざ

まな答えがある」「よさや

問題点を見つけ、考える」

「ともに考え、話し合う」

「自分を見つめ、考える」

「書くことで、考えを深

める」の５つを示してい

る。 

・ 道徳の時間は、そんな

あなた自身の心を見つ

め、考え、将来に向けて伸

ばしていく時間です。 

・ 感じたことや気づいた

こと、考えたことを「道徳

ノート」に書きましょう。 

○ なし ・ 別冊「道徳ノート」に，

１ページで，ノート活用

の意義等について示して

いる。 

・ このノートは、あなた

の心の記録です。折りに

触れて記入し、時折、読み

返してみることで、自己

理解を深め、自らの心の

成長を実感することがで

きるでしょう。中学生期

のあなたが、自らの在り

方、生き方を模索し続け

た足跡となるノートで

す。使い終わったあとも

大切に保管しておきまし

ょう。 

 

 

 

 

 

 

・ 第１学年の「自分を見つめよう」，第２学年の「自分を考えよう」，第３学年

の「自分をのばそう」において，見開き２ページで，右ページに道徳の時間の

意義について，左ページにその具体として「さまざまな答えがある」等の５つ

を示している。また，別冊ノートにおいて，ノート活用の意義等について示し

ている。 



日科 

【オリエンテーションのタイトル，示し方，記載例】 

※ 記載例で，学年を明記していないものは，第１学年のものである。 

オリエンテーションの

タイトル 
示し方 記載例 

〇 「道徳科って何を

学ぶの？」 

 

・ 見開き２ページで，４

つの視点ごとの内容項

目，道徳科の学習の流れ

として「興味・関心をも

つ」「教材の内容を理解

し、問題意識を持つ」「み

んなで考え、話し合う」

「自分を見つめる」「自分

の考えを広げ、深め、発展

させる」，多様な考えを知

るための６つの方法を示

している。 

・ 道徳科の授業は、物事

を広い視野からとらえ、

話し合うことを通して、

人間としてのよりよい生

き方についての考えを深

める学習の時間です 

・ 自分の考えを持ち、積

極的に発言する 

〇 「教科書の使い方」 ・ １ページで，教科書の

使い方を５つ示すと共

に，自分の好きなことや

好きな言葉などについて

書き込む欄を設けてい

る。 

・ 教材やコラムを読ん

で、自分の考えを持ちま

しょう。 

・ 難しい言葉について

は、下段の説明を参考に

しましょう。 

 

 

 

 

 

 

・ 全学年とも，「道徳科って何を学ぶの？」として，４つの視点ごとの内容項目，

道徳科の学習の流れ，多様な考えを知るための６つの方法を示している。また，

教科書の使い方を５つ示すと共に，自分の好きなことや好きな言葉などについ

て書き込む欄を設けている。 



【中学校「特別の教科 道徳」】 

観 点 基礎・基本の定着 

視 点 ②主題名の示し方 

方 法 ○主題名の示し方，具体例 

  

発行者 調査・研究内容 

東書 

【主題名の示し方】 

 ・ 教材ごとに，教材名の右横に，色別の４つの視点の枠内に，主題名を「みんなで

考える観点」としてマークと共に示している。 

 

【具体例】 

 主題名 教材名 

第１学年 さらなる高みを目指して 全てがリオでかみ合った 

第２学年 良好な関係を目指して あいさつ 

第３学年 信念をつらぬいて生きる 背番号１５が歩んだ道－黒田博樹 

 

 

 

 

学図 

【主題名の示し方】 

 ・ 教材ごとに，色別の４つの視点のマーク及び内容項目と教材名の間に，主題名

を示している。 

 

【具体例】 

 内容項目 主題名 教材名 

第１学年 公正、公平、社会

正義 

差別や偏見のない社会 誰も知らない 

第２学年 自主、自律、自由

と責任 

自主的な判断と行動 裏庭でのできごと 

第３学年 自主、自律、自由

と責任 

結果を考え判断する 言葉の向こうに 

 

 

 

 

・ 教材ごとに，教材名の右横に，色別の４つの視点の枠内に，主題名を「みん

なで考える観点」としてマークと共に示している。 

・ 教材ごとに，色別の４つの視点のマーク及び内容項目と教材名の間に，主題

名を示している。 



教出 

【主題名の示し方】 

 ・ 主題名は示してないが，教材ごとに，４つの視点を表す色別の枠内に教材番号

を示している。 

・ 教材名の下に「問いかけ」を掲載している。 

 

【具体例】 

 問いかけ 教材名 

第１学年 あなたが生まれた日に、この世界では

何が起こっていたのだろう。 

あなたが うまれた ひ 

第２学年 人と上手につき合う方法ってあるのだ

ろうか。どうすればうまくつき合うこ

とができるのだろう。 

まるごと好きです 

第３学年 自分の役割をきちんと果たしてよかっ

たなと思った経験はあるだろうか。 

父のひと言 

 

 

 

光村 

【主題名の示し方】 

 ・ 主題名は示してないが，教材ごとに，教材の右横に，４つの視点を表すマークと

内容項等を掲載している。 

 

【具体例】 

 内容項目等 教材名 

第１学年 自主、自律、自由と責任 自分で決めるって？ 

第２学年 学校生活、集団生活の充実 テニス部の危機 

第３学年 希望と勇気、強い意志 メダルの向こう側に 

 

 

 

 

日文 

【主題名の示し方】 

 ・ 教材ごとに，教材名の上の色別の４つの視点の枠内に，４つの視点を表すマー

クと共に，主題名を示している。 

 

【具体例】 

 主題名 教材名 

第１学年 困難を乗り越える力 サッカーの漫画を描きたい 

第２学年 自分の弱さの克服 自分の弱さと戦え 

第３学年 より高い目標をめざして 銀メダルから得たもの 

 

 

 

 

・ 主題名は示してないが，教材ごとに，４つの視点を表す色別の枠内に教材番

号を示している。また，教材名の下に「問いかけ」を掲載している。 

・ 主題名は示してないが，教材ごとに，教材の右横に，４つの視点を表すマー

クと内容項目等を掲載している。 

・ 教材ごとに，教材名の上の色別の４つの視点の枠内に，４つの視点を表すマ

ークと共に，主題名を示している。 



学研 

【主題名の示し方】 

 ・ 主題名は示してないが，教材ごとに，教材番号と教材名の間に，４つの視点を表

す色別のラインを示している。 

 

【具体例】 

 教材名 

第１学年 掃除の神様が教えてくれたこと 

第２学年 鳥のように空を飛びたい 髙梨沙羅 

第３学年 三十点の金メダル 

 

 

 

廣あか

つき 

【主題名の示し方】 

 ・ 主題名は示してないが，教材ごとに，教材名の上に，４つの視点を表す色別の教

材番号，また，教材名の下に４つの視点を表す色別のマークを示している。 

 

【具体例】 

 教材名 

第１学年 この人生の主人公 

第２学年 虎 

第３学年 リクエスト 

 

 

 

日科 

【主題名の示し方】 

 ・ 主題名は示してないが，教材ごとに，教材名の上に，４つの視点を表す色別の枠

内に内容項目の番号を示している。 

 

【具体例】 

 教材名 

第１学年 銀色のシャープペンシル 

第２学年 十四歳の責任 

第３学年 スイッチ 

 

 

 

 

 

  

・ 主題名は示してないが，教材ごとに，教材番号と教材名の間に，４つの視点

を表す色別のラインを示している。 

・ 主題名は示してないが，教材ごとに，教材名の上に，４つの視点を表す色別

の教材番号，また，教材名の下に４つの視点を表す色別のマークを示している。 

・ 主題名は示してないが，教材ごとに，教材名の上に，４つの視点を表す色別

の枠内に内容項目の番号を示している。 



【中学校「特別の教科 道徳」】 

観 点 基礎・基本の定着 

視 点 ③発問の工夫 

方 法 ○発問の記載箇所，数，記載例 

  

発行者 調査・研究内容 

東書 

【発問の記載箇所，数，記載例】 

発問の記載箇所 数 

教材の終わり（考えてみよう！） ２～３ 

いじめ問題対応ユニット，生命尊重ユニット ３～７ 

ＡＣＴＩＯＮ！ ７～８ 

 

【記載例】（教材名：二通の手紙〔第３学年〕） 

「考えてみよう！」 

① 元さんがはればれとした顔で職場を去ることができたのは、なぜだろう。 

② 社会の中で規則や決まりを守ることが大切なのは、なぜだろう。 

 

 

 

 

学図 

【発問の記載箇所，数】  

発問の記載箇所 数 

教材の終わり（学びに向かうために） ３～４ 

教材の終わり（心の扉） １～４ 

 

【記載例】（教材名：二通の手紙〔第２学年〕） 

「学びに向かうために」 

 ≪考えよう≫ 

 なぜ元さんは、規則を知っていながら姉弟を園内に入れたのだろうか。 

≪考えよう 意見交換≫ 

 二通の手紙を見比べながら、「新たな出発ができそうだ。」と言った元さんは、

どんなことを考えていたのだろうか。話し合ってみよう。 

≪見つめよう≫ 

きまりは何のためにあるのだろうか。考えたことをノートなどに書いてみ

よう。 

 

 

 

 

・ 全ての教材の終わりの「考えてみよう！」のコーナーに，マークと共に発問

を２～３個記載している。また，「いじめ問題対応ユニット」「生命尊重ユニッ

ト」「ＡＣＴＩＯＮ！」に，発問を３～８個記載している。 

・ 全ての教材の終わりの「学びに向かうために」のコーナーに，発問を３～４

個記載している。また，教材の終わりの「心の扉」に，発問を１～４個記載して

いる教材もある。 



教出 

【発問の記載箇所，数】 

発問の記載箇所 数 

教材の終わり（学びの道しるべ） ３ 

教材の終わり（やってみよう） ２～５ 

教材の途中〔第１学年のみ〕 ３ 

 

【記載例】（教材名：二通の手紙〔第３学年〕） 

「学びの道しるべ」 

１ 元さんがはればれとした顔で身のまわりを片づけ、職場を去っていったのは

なぜだろう。 

２ 姉弟を入園させた元さんの判断を、あなたはどう思うだろうか。 

３ きまりや法は、なんのためにあるのだろう。 

 

 

 

 

光村 

【発問の記載箇所，数】 

発問の記載箇所 数 

教材の終わり又は途中（学びのテーマ） ２～７ 

「確かめよう」〔第１・２学年〕 ２～３ 

コラム １～４ 

 

【記載例】（教材名：二通の手紙〔第３学年〕） 

≪考える観点≫ 

・ 元さんは，規則を知っていながら，どうして姉弟を動物園の中に入れたのだ

ろう。 

・ 元さんが「この年になって初めて考えさせられ」たのは，どんなことだった

のだろう。 

・ 規則は，何のためにあるのだろう。 

≪見方を変えて≫ 

・ 懲戒処分を受け，晴れ晴れとした顔で辞職した元さんを見て，佐々木は，ど

んなことを思っただろう。 

≪つなげよう≫ 

・ あなたが法やきまりを守るのはどうしてか，考えてみよう。 

・ 社会参画のコラム「社会の一員として」を読んでみよう。 

 

 

 

 

 

・ 全ての教材の終わりの「学びの道しるべ」のコーナーに，４つの視点を表す

マークと共に，発問を３個ずつ記載している。また，教材の終わりの「やって

みよう」に，発問を２～５個記載している教材や，第１学年のみ教材の途中に

発問を記載した教材がある。 

 

・ 全ての教材の終わり又は途中の「学びのテーマ」のページに，「考える観点」

「見方を変えて」「つなげよう」として，発問を２～７個記載している。また，

第１・２学年では「確かめよう」のページに，発問を２～３個記載している。さ

らに，各学年のコラムにおいて，発問を１～４個記載している。 



日文 

【発問の記載箇所，数】 

発問の記載箇所 数 

教材の終わり（考えてみよう，自分に＋１）及び別冊「道徳ノート」 ２ 

教材の終わり（学習の進め方）及び別冊「道徳ノート」 ３～５ 

 

【記載例】（教材名：二通の手紙〔第３学年〕） 

「学習の進め方」 

≪① 問題をつかもう。≫ 

   「二通の手紙」を読んで、何が問題だと考えるかまとめよう。 

  ≪② 自分で考えてみよう。≫ 

   元さんは、二通の手紙を読んだとき、それぞれ、どんなことを考えたのだろう。 

  ≪③ 問題について考え、議論しよう。≫ 

   元さんが、初めて考えさせられたこととは何か考え、話し合おう。 

   次のことも話し合ってみよう。 

   ・法やきまりは、なんのためにあるのか。 

   ・法やきまりがなかったら、どうなるのか。 

 「自分に＋１」 

   法やきまりについて、どのように考えていきたいかまとめてみよう。 

 

 

 

 

学研 

【発問の記載箇所，数】  

発問の記載箇所 数 

教材の終わり １～２ 

教材の終わり（深めよう） ３～４ 

教材の終わり（クローズアップ） １～４ 

教材の途中 １～２ 

 

【記載例】（教材名：二通の手紙〔第３学年〕） 

① 二通の手紙を前に、元さんが考えさせられたこととはどのようなことだろう。 

② この話から、どのようなことを自分に生かせるだろうか。 

 

 

 

 

 

・ 教材の終わりに，４つの視点を色で表したマークと共に発問を１～２個記載

しており，教材の終わりに発問を記載していない教材は，「深めよう」に発問を

３～４個記載している。教材の終わりの「クローズアップ」に発問を１～４個

記載している教材や，教材の途中に発問を１～２個記載している教材もある。 

・ 全ての教材の終わりの「考えてみよう」や「自分に＋１」のコーナーに，発問

を１個ずつ記載している。また，「学習の進め方」のページには，発問を３～５

個記載している。なお，別冊の道徳ノートに同じ発問を記載している。 



廣あか

つき 

【発問の記載箇所，数】 

発問の記載箇所 数 

教材の終わり（考える・話し合う） ３～５ 

中学生の道徳ノート（内容項目ごとのページ） ２～３ 

 

【記載例】（教材名：元さんと二通の手紙〔第３学年〕） 

 「考える・話し合う」 

≪学習の手がかり≫ 

・ 元さんはどう思って、姉弟を特別に入園させたのか。 

・ 二通の手紙を見比べて元さんが考えたことはなんだろう。 

・ 元さんはどうして晴れ晴れとした顔で身の回りの片づけをし、職場を去って

いったのだろう。 

≪考えを広げる・深める≫ 

・ 規則に問題があったのか、それとも元さんの思いやりに問題があったの

か、考えてみよう。 

 

 

 

 

日科 

【発問の記載箇所，数】 

発問の記載箇所 数 

教材の終わり（考え、話し合ってみよう そして、深めよう） １～３ 

教材の終わり（「書いてみよう」「話してみよう」「考えてみよう」

「もっと知りたい」） 

１～４ 

教材の途中〔第１・３学年〕 １ 

 

【記載例】（教材名：二通の手紙〔第２学年〕） 

「考え、話し合ってみよう そして、深めよう」 

・ 二人の姉弟を入園させた元さんをどう思いますか。 

・ この年になって初めて考えさせられることとは、どんなことだったでしょう

か。 

・ 元さんが晴れ晴れとした顔で身の回りを片付け、自ら職を辞し、職場を去っ

て行ったのはどうしてでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

・ 全ての教材の終わりの「考え、話し合ってみよう そして、深めよう」のコ

ーナーに，４つの視点を色で表したマークと共に，発問を１～３個記載してい

る。また，教材の終わりの「書いてみよう」等に，発問を１～４個記載したペー

ジや，第１・３学年のみ，教材の途中に発問を記載したページがある。 

・ 全ての教材の終わりに，４つの視点を色で表した枠の中の「考える・話し合

う」のコーナーに発問を３～５個記載している。また，道徳ノートでは，内容

項目ごとのページに発問を２～３個記載している。 



【中学校「特別の教科 道徳」】 

観 点 主体的に学習に取り組む工夫 

視 点 ④問題解決的な学習を取り入れた工夫 

方 法 ○問題解決的な学習の扱い，教材名，内容項目，問題意識の持たせ方，発問の具体例 

  

発行者 調査・研究内容 

東書 

【問題解決的な学習の扱い】 

 ・ 問題解決的な学習ができるよう，全ての教材の終わりに「考えてみよう！」の

コーナーを設け，発問を示している。特に２時間扱いの教材では，問題の発見か

ら話合いまでの学習の流れを明示したページを設けている。 

 

【教材名，内容項目，問題意識の持たせ方，発問の具体例】 

 ※ 具体例で，学年を明記していないものは，第１学年のものである。 

教材名（内容項目） 

問題意識の持たせ方 
発問の具体例 

〇 教材名：全てがリオでかみ合った 

（Ａ４ 希望と勇気，克己と強い意

志） 

・ 試行錯誤しながら結果を出した

陸上選手の姿から，目標を達成す

るために必要なことについて考え

させている。 

〇 「考えてみよう」 

・ 腰痛や自分の走りになやんでい

た山縣選手を支えていたのは、ど

のような思いだろうか。 

・ 目標を達成していくためには、ど

のようなことが必要なのだろう

か。 

  （ｐ１３） 

 

 

 

・ 問題解決的な学習ができるよう，全ての教材の終わりに「考えてみよう！」

のコーナーを設け，発問を示している。特に２時間扱いの教材では，問題の発

見から話合いまでの学習の流れを明示したページを設けている。 



学図 

【問題解決的な学習の扱い】 

 ・ 問題解決的な学習ができるよう，全ての教材の終わりに「学びに向かうために」

のコーナーを設け，発問を示している。 

 

【教材名，内容項目，問題意識の持たせ方，発問の具体例】 

※ 具体例で，学年を明記していないものは，第１学年のものである。 

教材名（内容項目） 

問題意識の持たせ方 
発問の具体例 

〇 教材名：キャッチボール 

（Ｃ１０ 遵法精神，公徳心） 

・ 自分と同じ行動をとる人物に迷

惑を被る登場人物の姿から，きま

りの意義について考えさせてい

る。 

〇 「学びに向かうために」 

・ 監督からの指示に従うために、明

夫たちが取った行動やその判断の

どこに問題があったと思うか。 

・ 他にどのような方法や判断の仕

方があったと思うか。理由も含め

て話し合おう。 

・ 痛みがぐっと増してくるのを感

じていた明夫はどんなことを考え

ていただろうか。 

・ ルールやきまりとは何か、ノート

などにまとめてみよう。 

（ｐ４７） 

 

 
・ 問題解決的な学習ができるよう，全ての教材の終わりに「学びに向かうため

に」のコーナーを設け，発問を示している。 



教出 

【問題解決的な学習の扱い】 

 ・ 問題解決的な学習ができるよう，全ての教材の冒頭に「導入」として問い示

し，全ての教材の終わりに「学びの道しるべ」のコーナーを設けて発問を示し

ている。 

 

【教材名，内容項目，問題意識の持たせ方，発問の具体例】 

 ※ 具体例で，学年を明記していないものは，第１学年のものである。 

教材名（内容項目） 

問題意識の持たせ方 
発問の具体例 

〇 教材名：ルールとマナー 

（Ｃ１０ 遵法精神，公徳心） 

・ 冒頭に，ルールやマナーが必要な

のはなぜか考えさせている。 

・ 「学びの道しるべ」に，登場人物

の投稿の問題点に気づかせ，ルー

ルやマナーが必要なのはなぜか考

えさせている。 

〇 「導入」 

・ なにげない日常のやりとりの中

にもルールやマナーが必要なの

は、どうしてだろう。 

 （ｐ８２） 

〇 「学びの道しるべ」 

・ 三人の投稿の何が問題だったの

か、気がついたことを出し合おう。 

・ ルールとマナーの違いについて、

もう一度考えてみよう。 

・ ルールとマナーは、私たちの生活

になぜ必要なのだろう。私たちは

どのようなことを意識して生活し

たらよいのだろう。 

（ｐ８５） 

 

 

 

・ 問題解決的な学習ができるよう，全ての教材の冒頭に「導入」として問い示

し，全ての教材の終わりに「学びの道しるべ」のコーナーを設けて発問を示し

ている。 



光村 

【問題解決的な学習の扱い】 

 ・ 問題解決的な学習ができるよう，全ての教材の冒頭又は終わりに「学びのテー

マ」のページを設け，発問を示している。 

 

【教材名，内容項目，問題意識の持たせ方，発問の具体例】 

 ※ 具体例で，学年を明記していないものは，第１学年のものである。 

教材名（内容項目） 

問題意識の持たせ方 
発問の具体例 

〇 教材名：自然教室での出来事 

（Ａ２ 節度，節制） 

・ 「学びのテーマ」のタイトルの下

に，問いを示している。 

・ 山を登り切れない登場人物の姿

から，よりよい生活に向けて必要

なことについて考えさせている。 

〇 教材名：自然教室での出来事 

≪学びのテーマ≫ 

・ よりよい生活を送るために大切

なことは，何だろう。 

≪考える観点≫ 

・ 寝ている正典を起こしたとき，公

一は，どんな気持ちだったのだろ

う。 

・ 英二たちが手に入れ，公一や正典

が手に入れられなかったものは，

何だろう。 

・ これからどのような生活を送っ

ていきたいか，自分の目ざす１日

のタイムスケジュールを考え，下

の円に書き込もう。 

≪見方を変えて≫ 

・ 英二は，公一や正典の様子を見

て，どう思っただろう。 

≪つなげよう≫ 

・ 学級活動での個人目標づくりと，

つなげて考えてみよう。 

・ これから学ぶ保健体育で，今日の

学びを思い出そう。 

  （ｐ１６） 

 

 

 

日文 

【問題解決的な学習の扱い】 

 ・ 問題解決的な学習に適した教材には，目次や該当ページ及び巻末にマークを付

けて示し，教材の終わりに，問題を解決するための「学習の進め方」のページを

設け，発問を示している。 

 

【教材名，内容項目，問題意識の持たせ方，発問の具体例】 

 ※ 具体例で，学年を明記していないものは，第１学年のものである。 

教材名（内容項目） 

問題意識の持たせ方 
発問の具体例 

〇 教材名：あったほうがいい？ 

（Ｃ１２ 社会参画，公共の精神） 

・ 「学びの進め方」のタイトルの下

に，問いを示している。 

・ 街にゴミ箱は置かないほうがい

〇 「学びの進め方」 

≪問題をつかもう。≫ 

・ ゴミ箱がないことで起こる問題

は？ 

・ ゴミ箱があることで起こる問題

・ 問題解決的な学習ができるよう，全ての教材の冒頭又は終わりに「学びのテ

ーマ」のページを設け，発問を示している。 



いのだろうかと悩む主人公の姿か

ら，よりよい社会のために大切な

ことについて考えさせている。 

は？ 

・ 誰もが街をきれいにしたいと思

っているはずなのに、ゴミ問題が

起こるのはなぜ？ 

≪自分で考えてみよう。≫ 

・ 街にゴミ箱を設置したほうがよ

いか、しないほうがよいか、考えて

みよう。 

≪問題について考え、議論しよう。≫ 

・ ゴミ問題を解決するためにどう

したらよいか、どんな考え方が大

切か話し合おう。 

（ｐ６０） 

 

 

 

 

学研 

【問題解決的な学習の扱い】 

 ・ 問題解決的な学習ができるよう，特設ページとして「深めよう」のページを設

け，発問を示している。 

 

【教材名，内容項目，問題意識の持たせ方，発問の具体例】 

 ※ 具体例で，学年を明記していないものは，第１学年のものである。 

教材名（内容項目） 

問題意識の持たせ方 
発問の具体例 

〇 教材名：うわさで決めるの？ 

（Ｃ１１ 公正，公平，社会正義） 

・ ＳＮＳでの会話の問題点に関し

てグループで話し合い，いじめに

ついて考えさせている。 

〇 「深めよう ＳＮＳでのいじめに

ついて考える」 

≪考えを整理しよう≫ 

・ ＳＮＳでの会話には，どんな問題

点があるか考えてみよう。 

≪話し合おう≫ 

・ 私がＢさんともっと親しくなり

たいと思うようになったのは，な

ぜだろう。 

≪振り返ろう≫ 

・ 話し合いから，新たに気付いたこ

とを書こう。 

≪踏み出そう≫ 

・ 友達に対して偏見をもたないよ

うにするために，気をつけること

について考え，実践しよう。その内

容について，グループで話し合っ

てみよう。 

（ｐ２７） 

 

 

 

 

・ 問題解決的な学習ができるよう，特設ページとして「深めよう」のページを

設け，発問を示している。 

・ 問題解決的な学習に適した教材には，目次や該当ページ及び巻末にマークを

付けて示し，教材の終わりに，問題を解決するための「学習の進め方」のペー

ジを設け，発問を示している。 



廣あか

つき 

【問題解決的な学習の扱い】 

 ・ 問題解決的な学習ができるよう，教材の終わりに「考える・話し合う」のコー

ナーを設け，学習のめあてや発問を示している。 

 

【教材名，内容項目，問題意識の持たせ方，発問の具体例】 

 ※ 具体例で，学年を明記していないものは，第１学年のものである。 

教材名（内容項目） 

問題意識の持たせ方 
発問の具体例 

〇 教材名：裏庭でのできごと 

（Ａ１ 自主，自律，自由と責任） 

・ 「学習の手がかり」に，学習の目

当てを示している。 

・ 本当のことを言えずに悩む登場

人物の姿から，責任を取ることに

ついて考えさせている。 

〇 「考える・話し合う」 

≪学習の手がかり≫ 

・ 雄一と大輔という二人のことを

考えて悩んだ末に健二がとった行

動から、健二の決断を支えていた

ものについて考える。 

・ 健二はどんなことを考え、悩んで

いたのだろう。 

・ 職員室に向かう健二はどんなこ

とを考えていたのだろう。 

・ 告白することを決断した健二の

心を支えている考え方とは、どん

なものだろう。 

≪考えを広げる・深める≫ 

・ 健二のあとを追いかけ、職員室に

向かった大輔は、どんなことを考

えていたのだろう。 

（ｐ１４） 

 

 

日科 

【問題解決的な学習の扱い】 

 ・ 問題解決的な学習ができるよう，教材の終わりに「考え、話し合ってみよう そ

して、深めよう」のコーナーを設け，発問を示している。 

 

【教材名，内容項目，問題意識の持たせ方，発問の具体例】 

 ※ 具体例で，学年を明記していないものは，第１学年のものである。 

教材名（内容項目） 

問題意識の持たせ方 
発問の具体例 

〇 教材名：プロレスごっこ 

（Ｃ１２ 公正，公平，社会正義） 

・ 休み時間にプロレスごっこが繰

り返される学級の状況から，いじ

めについて考えさせている。 

〇 「考え、話し合ってみよう そし

て、深めよう」 

・ どのような“いじめ”が隠れてい

ますか。 

・ この状況を改善するためには、ど

のような方法が考えられますか。

話し合ってみましょう。 

（ｐ１０７） 

 

 

 

 

・ 問題解決的な学習ができるよう，教材の終わりに「考え、話し合ってみよう 

そして、深めよう」のコーナーを設け，発問を示している。 

・ 問題解決的な学習ができるよう，教材の終わりに「考える・話し合う」のコ

ーナーを設け，学習のめあてや発問を示している。 



 



【中学校「特別の教科 道徳」】 

観 点 主体的に学習に取り組む工夫 

視 点 ⑤体験的な学習を取り入れた工夫 

方 法 ○体験的な学習の扱い，教材名等，内容項目，体験的な学習活動の概要，体験的な活

動を促す具体例 

  

発行者 調査・研究内容 

東書 

【体験的な学習の扱い】 

 ・ 体験的な学習を促す教材の後に，役割演技や体験学習を通して議論する教材で

ある「ＡＣＴＩＯＮ！」を設定し，目次及び該当ページにマークを付けて示して

いる。 

 

【教材名等，内容項目，体験的な学習活動の概要，体験的な活動を促す具体例】 

※ 具体例で，学年を明記していないものは，第１学年のものである。  

教材名（内容項目） 

体験的な学習活動の概要 
体験的な活動を促す具体例 

○ 教材名：くじ引きの後の場面をや

ってみよう 

（Ｃ１１ 公正，公平，社会正義） 

・ くじ引きの後，クラスのかなりの

人が勝手に席を決め直したときの

気持ちを，演じて考える活動。 

 

〇 教材名：くじ引きの後の場面をや

ってみよう 

・ ４人一組になって，「私」役，「並

んで座りたかった二人」役１，２，

「しかたなく席をゆずった人」役

と，役割を決めましょう。 

・ 「並んで座りたかった二人」１が，

「しかたなく席をゆずった人」に

対して，「席をかわってくれな

い？」というせりふからスタート

し，役を交替しながら，全員が全て

の役を演じましょう。 

・ それぞれの役を演じてみて，気付

いたこと，感じたことを書きまし

ょう。 

（ｐ９４） 

 

 

 

 

学図 

【体験的な学習の扱い】 

 ・ 教材の終わりの「学びに向かうために」のコーナーに，体験的な学習を促す発

問を示している。 

 

【教材名等，内容項目，体験的な学習活動の概要，体験的な活動を促す具体例】 

※ 具体例で，学年を明記していないものは，第１学年のものである。 

教材名（内容項目） 

体験的な学習活動の概要 
体験的な活動を促す具体例 

〇 教材名：銀色のシャープペンシル 

（Ｄ２２ よりよく生きる喜び） 

・ 主人公の心の様子を，善の声と悪

の声の役割に分かれて，演じて考

える活動。 

〇 「学びに向かうために」 

・ 卓也からの電話の後の「僕」の心

の様子を、善の声と悪の声の役割

に分かれてささやき合って、感じ

てみよう。 

・ 体験的な学習を促す教材の後に，役割演技や体験学習を通して議論する教材

である「ＡＣＴＩＯＮ！」を設定し，目次及び該当ページにマークを付けて示

している。 



・ 思い切り深呼吸をし、卓也の家に

向かって歩き出した「僕」は、どん

なことを考えていたか。考えたこ

とを出し合ってみよう。 

・ 卓也の家に向かって歩き出した

「僕」に、どんな言葉をかけたい

か。ノートなどに書いてみよう。 

（ｐ１９５） 

 

 

 

 

教出 

【体験的な学習の扱い】 

・ 直前の教材と関連させながら，実際に場面を演じたり，よりよい行いの練習を

したりして，教材での学びを深めるページ「やってみよう」を設定し，目次及び

該当ページにマークを付けて示している。 

 

【教材名等，内容項目，体験的な学習活動の概要，体験的な活動を促す具体例】 

 ※ 具体例で，学年を明記していないものは，第１学年のものである。 

教材名（内容項目） 

体験的な学習活動の概要 
体験的な活動を促す具体例 

〇 教材名：不自然な独り言 

（Ｂ６ 思いやり，感謝） 

・ バスターミナルで，困った様子で

周りを見回しているお年寄りに声

をかける場面を，ペアで演じて考

える活動。 

〇 「やってみよう」 

・ ペアになって，次の場面を演じて

みましょう。 

  バスターミナルで，お年寄りが

困った様子で周りを見回していま

す。さあ，勇気を出して声をかけて

みましょう。お年寄り役の人は，困

っている理由も言ってください。

演じたあとに，感想を書きましょ

う。 

  （ｐ２７） 

 

 

 

 

光村 

【体験的な学習の扱い】 

 ・ 直前の教材と関連させながら，イラストと共に発問を掲載して，体験的な学習

を促すコラム「人と人との関係づくり」を設けると共に，目次にも示している。 

 

【教材名等，内容項目，体験的な学習活動の概要，体験的な活動を促す具体例】 

 ※ 具体例で，学年を明記していないものは，第１学年のものである。 

教材名（内容項目） 

体験的な学習活動の概要 
体験的な活動を促す具体例 

〇 教材名： いちばん高い値段の絵 

（Ｂ８ 友情，信頼） 

・ ２回続けて早朝練習に遅刻して

きた人たちへの言葉がけや接し方

を演じて考える活動。 

〇 「コラム 友達とよい関係を築く

には」 

・ あなたならどのように対応する

だろう。下の五つのタイプの中で、

あなたが共感できるのは、どのタ

イプだろう。 

・ 教材の終わりの「学びに向かうために」のコーナーに，体験的な学習を促す

発問を示している。 

・ 体験的な学習を促す教材の後に，実際に場面を演じたり，よりよい行いの練

習をしたりして，教材での学びを深めるページ「やってみよう」を設定し，目

次及び該当ページにマークを付けて示している。 



・ 遅刻をしてきた友達もいっしょ

に、クラスがまとまって練習に取

り組むためには、どのような言葉

がけや、接し方をするといいだろ

う。 

・ あなたが遅刻をしてしまったと

したら、どのような言動を心がけ

るとよいだろう。 

（ｐ３８，３９） 

 

 

 

 

日文 

【体験的な学習の扱い】 

・ 直前の教材と関連させながら，体験的な学習を促すページ「学習の進め方」を

設け，目次や該当ページ及び巻末の内容項目別教材一覧に，マークを付けて示し

ている。 

 

【教材名等，内容項目，体験的な学習活動の概要，体験的な活動を促す具体例】 

 ※ 具体例で，学年を明記していないものは，第１学年のものである。 

教材名（内容項目） 

体験的な学習活動の概要 
体験的な活動を促す具体例 

〇 教材名：近くにいた友 

（Ｂ８ 友情，信頼） 

・ ロールプレイをとおして，心から

信頼できる友達について考える活

動。 

〇 「学習の進め方 近くにいた友」 

・ オサムは、家に帰って携帯電話の

メールを見たとき、どんなことを

考えただろう。 

・ オサムが信也に寄ってきた場面

で、ロールプレイをしよう。次のセ

リフのあとに、二人がなんと言う

かを考えよう。 

・ ロールプレイをした人に、インタ

ビューをしよう。 

・ ロールプレイを見ていた人も、感

じたことを言おう。 

・ 雄一から話を聞いたオサムは、信

也の家に向かう途中、どんなこと

を考えていただろう。 

（ｐ４０，４１） 

 

 

 

 

・ 直前の教材と関連させながら，イラストとともに発問を掲載して，体験的な

学習を促すコラム「人と人との関係づくり」を設けると共に，目次にも示して

いる。 

・ 直前の教材と関連させながら，体験的な学習を促すページ「学習の進め方」

を設け，目次や該当ページ及び巻末の内容項目別教材一覧に，マークを付けて

示している。 



学研 

【体験的な学習の扱い】 

 ・ 直前の教材と関連させながら，体験的な学習を促す特設ページ「深めよう」を

設け，目次にも示している。 

 

【教材名等，内容項目，体験的な学習活動の概要，体験的な活動を促す具体例】 

 ※ 具体例で，学年を明記していないものは，第１学年のものである。 

教材名（内容項目） 

体験的な学習活動の概要 
体験的な活動を促す具体例 

〇 教材名：釣りざおの思い出 

（Ａ２ 節度，節制） 

・ 「欲望」と「良心」の立場に分か

れて，自分の心の中の対話を演じ

て考える活動。 

〇 「深めよう 二つの心の対話を演

じてみよう」 

・ 帰る時間の約束がありながら，フ

ナ釣りに夢中になっている主人公

「私」には，欲望と良心，二つの心

が生じていた。この二つの心の立

場にそれぞれなって，心の中での

対話を再現してみよう。 

・ 話し合いから，新たに気付いたこ

とを書こう。 

・ 心の弱さに負けないために必要

なことを考え，これからの行動に

生かそう。 

（ｐ３７） 

 

 

 

 

廣あか

つき 

【体験的な学習の扱い】 

・ 教材の終わりの「考える・話し合う」のコーナーに，「学習の手がかり」や「考

えを広げる・深める」を設定し，体験的な学習を促すことにつながる活動を掲載

している。 

 

【教材名等，内容項目，体験的な学習活動の概要，体験的な活動を促す具体例】 

 ※ 具体例で，学年を明記していないものは，第１学年のものである。 

教材名（内容項目） 

体験的な学習活動の概要 
体験的な活動を促す具体例 

〇 教材名：樹齢七千年の杉 

（Ｄ２０ 自然愛護）〔第２学年〕 

・ 縄文杉の胴回りと同じ長さのひ

もで作った輪を教室で広げること

で，縄文杉の大きさを実感する活

動。 

〇 「考える・話し合う」 

≪学習の手がかり≫ 

・ 「山は、やっぱり歩かないと、山

の魅力が薄れてしまう」のは、なぜ

だろう。 

・ 密林の中で、筆者が縄文杉を「飛

び抜けて不思議な木だ」と感じた

のはなぜだろう。 

・ 「ほうほうと、命の火を燃やして、

今を生きている」とは、どういうこ

とだろう。 

・ 縄文杉の「美しい生き方」とはど

ういうことだろう。 

≪考えを広げる・深める≫ 

・ 縄文杉の胴回りは十六．四メート

・ 直前の教材と関連させながら，体験的な学習を促す特設ページ「深めよう」

を設け，目次にも示している。 



ルといわれる。同じ長さのひもで

作った輪を教室で広げてみて、そ

の大きさを感じ取ってみよう。 

（ｐ１６） 

 

 

 

 

日科 

【体験的な学習の扱い】 

・ 体験的な学習を促すことにつながる活動を掲載している。 

 

【教材名等，内容項目，体験的な学習活動の概要，体験的な活動を促す具体例】 

 ※ 具体例で，学年を明記していないものは，第１学年のものである。 

教材名（内容項目） 

体験的な学習活動の概要 
体験的な活動を促す具体例 

〇 教材名：礼儀はなぜ必要なのか 

 （Ｂ７ 礼儀）〔第３学年〕 

 ・ 三つの場面ごとに，礼儀正しい振

る舞いと無礼な振る舞いについ

て，具体的な場面を基に考える活

動。 

〇 教材名：礼儀はなぜ必要なのか〔第

３学年〕 

・ 次の三つの場面において、“最も

礼儀正しい振る舞い”と“最も無礼

な振る舞い”は何でしょうか。 

「初めて人に会う時」 

「不注意で隣の家の窓ガラスを割っ

て謝罪に行く時」 

「プレゼントを人からもらった時」 

（ｐ５６） 

 

 

 

 

 

・ 教材の終わりの「考える・話し合う」のコーナーに，「学習の手がかり」や「考

えを広げる・深める」を設定し，体験的な学習を促すことにつながる活動を掲

載している。 

・ 体験的な学習を促すことにつながる活動を掲載している。 



【中学校「特別の教科 道徳」】 

観 点 主体的に学習に取り組む工夫 

視 点 ⑥自己の生き方につなげる工夫 

方 法 ○実生活に生かす教材等の扱い，具体例 

  

発行者 調査・研究内容 

東書 

【実生活に生かす教材等の扱い，具体例】 

※ 具体例で，学年を明記していないものは，第１学年のものである。 

実生活に生かす教材等の扱い 具体例 

・ 教材の冒頭に，関連して扱える教科

をマークで示している。 

○ 教材名：さらなる高みを目指して 

 （ｐ１０） 

 ・ マーク：○数○保  

・ 教材で学習した内容を広げるため

のコラムである「Ｐｌｕｓ」のページ

を設けている。 

 

 

○ 「星野富弘さんの歩み」 

 ・ 一九七〇年六月 入院 

 ・ 星野さんは，現在の生活をどう感

じているのだろうか。 

（ｐ１３６） 

・ 教材の終わりや巻末に「読書で広げ

る道徳」を設けている。 

〔第１・２学年〕 

 

 

○ 「山中伸弥先生に、人生とｉＰＳ細

胞について聞いてみた」 

 ・ ｉＰＳ細胞って何？ どのよう

な役割をもっているの？ 

（ｐ５８） 

・ 教材の終わりの「考えてみよう！」

のコーナーに，実生活につなげるた

めの発問を示している。 

○ 教材名：ふるさとのために 

 ・ ふるさとのために自分ができる

ことを考えてみよう。 

  （ｐ３７） 

 

 

 

 

・ 教材の終わりの「考えてみよう！」のコーナーに，実生活につなげるための

発問を示している。また，教材の冒頭に，関連して扱える教科をマークで示し

ている。また，教材で学習した内容を広げるためのコラムである「Ｐｌｕｓ」

のページ，教材の終わりや巻末に「読書で広げる道徳」を設けている。 



学図 

【実生活に生かす教材等の扱い，具体例】 

※ 具体例で，学年を明記していないものは，第１学年のものである。 

実生活に生かす教材等の扱い 具体例 

・ 教材の終わりの「学びに向かうため

に」のコーナーに，「見つめよう」の

マークを付け，大事なことを自分自

身のこととして見つめるための発問

を示している。 

○ 教材名：誰も知らない 

・ 差別や偏見のない社会にしてい

くためには，一人一人がどのよう

な心をもつことが大切だと思う

か。書いてみよう。 

（ｐ１３） 

・ 道徳的価値を深めたり，多面的・多

角的なものの見方や考え方を促した

りするページとして，教材の終わり

に，「心の扉」を設けている。 

 

○ 「自覚をもって国を愛し、伝統を継

承し、文化を創造する」 

・ あなたが知っている日本の伝統

や文化の中で、大切にしたいと思

っているものはどんなことか。 

（ｐ１９） 

・ 見開き２ページで，「さあ、楽しい

夏休み！」として，健康・安全に気つ

けて，充実した毎日を送るよう促す

ページを設けている。 

 

 

○ 「さあ、楽しい夏休み！」 

・ 「だめなものはだめ！」という意

志を強くもって行動しよう（お金・

薬物などの悪い誘い、夜遅くまで

の出歩き、先輩や他校の生徒など

との人間関係など）。 

（ｐ８３） 

 

 

 

 

教出 

【実生活に生かす教材等の扱い，具体例】 

※ 具体例で，学年を明記していないものは，第１学年のものである。 

実生活に生かす教材等の扱い 具体例 

・ 教材の終わりの「学びの道しるべ」

のコーナーに，自己の生き方に引き

つけて考える発問を示している。 

 

 

○ 教材名：おはよう 

 ・ 挨拶をするときに、あなたはどん

なことを大切にしたいと思うだろ

うか。 

（ｐ１７） 

 

 

 

・ 教材の終わりに，「見つめよう」のマークを付け，大事なことを自分のことと

して見つめるための発問を示している。また，多面的・多角的なものの見方や

考え方を促したりする「心の扉」や，健康・安全に気つけて，充実した毎日を送

るよう促す「さあ、楽しい夏休み！」を設けている。 

・ 教材の終わりの「学びの道しるべ」のコーナーに，自己の生き方に引きつけ

て考える発問を示している。 



光村 

【実生活に生かす教材等の扱い，具体例】 

 ※ 具体例で，学年を明記していないものは，第１学年のものである。 

実生活に生かす教材等の扱い 具体例 

・ 教材の終わりの「てびき」のページ

に，授業で学んだことと他の教科や

普段の生活との関わり，また，さらに

考えを深めるための問いや参考にな

る本を示した「つなげよう」を設けて

いる。 

○ 教材名：自分で決めるって？ 

 ・ あなたは，クラスの在り方を自由

に提案することができます。クラ

スで何かを決めるとき，今日の学

びを思い出そう。 

（ｐ１１） 

・ いじめ問題など現代的な課題につ

いて，直前の教材と関連づけて活用

できるコラムや，人とよりよい関係

を築くためのコラムを設けている。 

○ 「友達とよい関係を築くには」 

・ 友達への対応のしかたを知って

いると、どんな場面でも応用でき

る。次のような場面を想定して、練

習してみよう。 

（ｐ３８） 

 

・ 巻末の「内容項目別教材一覧」に，

「他教科・領域との関わり」を設けて

いる。 

○ 教材名：自然教室での出来事 

○ 他教科・領域との関わり：保健体育

科，特別活動（学校行事） 

 

 

 

 

 

・ 教材の終わりの「てびき」のページに，授業で学んだことと他の教科や普段

の生活との関わりなどを示した「つなげよう」を設けている。また，いじめ問

題など現代的な課題についてのコラムや，人とよりよい関係を築くためのコラ

ムを設けたり，巻末の「内容項目別教材一覧」に，「他教科・領域との関わり」

を設けたりしている。 



日文 

【実生活に生かす教材等の扱い，具体例】 

※ 具体例で，学年を明記していないものは，第１学年のものである。 

実生活に生かす教材等の扱い 具体例 

・ 教材の終わりに，「自分に＋１」と

いうマークを付けて，自分を客観的

に振り返り，学んだことを前向きに

生かすための発問例を示している。 

○ 教材名：疾走、自転車ライダー 

・ 自分の身近にある「安全」につい

て、あらためて考えてみよう。 

（ｐ７１） 

・ 学習した内容を広げ，考えや視野を

広げるコラムとして「プラットホー

ム」を設定している。 

 

 

○ 「君の心を打つ言葉」 

・ 気になった作品を読んで，自分の

好きな作品にお気に入りの言葉が

あれば，それを友達に紹介してみ

ましょう。 

（ｐ１２） 

・ 巻末の「内容項目別教材一覧」に，

「教科等との関連」を設けている。 

○ 教材名：二人の約束 

○ 教科等との関連：保体，特活 

 

 

 

 

 

学研 

【実生活に生かす教材等の扱い，具体例】 

※ 具体例で，学年を明記していないものは，第１学年のものである。 

実生活に生かす教材等の扱い 具体例 

・ 教材の終わりに，生き方の選択肢を

増やす関連情報を示した「クローズ

アップ」や「クローズアッププラス」

を設けている。 

○ 「自分に合う仕事」 

 ・ 自分に合うのはどんな仕事か、考

えてみよう。 

（ｐ１５） 

・ 教材の終わりの「深めよう」のペー

ジに，授業で学んだことを生活の中

で実践するよう促す「踏み出そう」を

設けている。 

 

○ 「二つの心の対話を演じてみよう」 

・ 心の弱さに負けないために必要

なことを考え，これからの行動に

生かそう。 

（ｐ３７） 

・ 巻末の内容項目別教材一覧に，「他

の各教科等との関連例」を設けてい

る。 

○ 教材名：ネット将棋 

○ 他の各教科等との関連例：技術・家

庭（技術分野） 

 

 

・ 教材の終わりに，「自分に＋１」というマークを付けて，自分を客観的に振

り返り，学んだことを前向きに生かすための発問例を示している。また，学

習した内容を広げ，考えや視野を広げるコラムとして「プラットホーム」を

設定したり，巻末の「内容項目別教材一覧」に，「教科等との関連」を設定し

たりしている。 

・ 教材の終わりに，生き方の選択肢を増やす関連情報を示した「クローズアッ

プ」や「クローズアッププラス」，教材の終わりの「深めよう」のページに，授

業で学んだことを生活の中で実践するよう促す「踏み出そう」を設けている。

また，巻末の内容項目別教材一覧に，「他の各教科等との関連例」を設けてい

る。 



廣あか

つき 

【実生活に生かす教材等の扱い，具体例】 

※ 具体例で，学年を明記していないものは，第１学年のものである。 

実生活に生かす教材等の扱い 具体例 

・ 教材の終わりの「考える・話し合う」

のコーナーに，自分との関わりで考

えたり自己の体験を想起したりして

考える発問を示した「考えを広げる・

深める」を設けている。 

○ 教材名：あのハチドリのように－

ワンガリ・マータイ－ 

 ・ マータイさんが共感するハチド

リは「私は、私にできることをして

いるだけ」と言う。自然愛護のため

に、あなたにできることを考えて

みよう。 

（ｐ４７） 

・ 巻末に，情報モラル等を題材とした

特集ページを設けている。 

○ 「情報機器によるコミュニケーシ

ョンを考える」 

 ・ 情報機器を使用する際には、画面

の向こうの相手だけでなく、今、そ

ばにいる周りの人々への配慮も必

要です。 

（ｐ１７５） 

・ 別冊「中学生の道徳ノート」に，自

己の生活や様々な体験活動との関連

を図った発問を示している。 

○ 「目標の達成を目指し、着実にやり

遂げる」 

 ・ 目標を達成するためには、乗り越

えなければならないいくつもの課

題がある。自分の目標の達成に向

けて階段を一段ずつ上っていくよ

うに、その道のりをイメージして

みよう。 

（ｐ９） 

 

 

 

 

 

日科 

【実生活に生かす教材等の扱い，具体例】 

※ 具体例で，学年を明記していないものは，第１学年のものである。 

実生活に生かす教材等の扱い 具体例 

・ 教材の終わりの「考え、話し合って

みよう そして、深めよう」のコーナ

ーに，実生活に生かすことを促す発

問を示している。 

○ 教材名：嘉納治五郎先生との出会い 

・ 本を手に取って、いろいろな人と

の出会いを体験してみましょう。 

（ｐ６９） 

・ 自分の考えを広げたり，深めたりす

ることをねらいとしたコラムを掲載

している。 

 

 

○ 「書いてみよう 私のいいところ

はどこ？」 

・ これって、今後の自分の生活の中

でどんな場面で使えるかな？ 

（ｐ８５） 

・ 教材の終わりの「考える・話し合う」のコーナーに，自分との関わりで考え

たり，自己の体験を想起したりして考える発問を示した「考えを広げる・深め

る」を設けたり，巻末に，情報モラル等を題材とした特集ページを設けている。

また，別冊ノートに，自己の生活や様々な体験活動との関連を図った発問を示

している。 



 

 

 

 

 

・ 教材の終わりの「考え、話し合ってみよう そして、深めよう」のコーナ

ーに，実生活に生かすことを促す発問を示している。また，自分の考えを広

げたり，深めたりすることをねらいとしたコラムを掲載している。 



【中学校「特別の教科 道徳」】 

観 点 内容の構成・配列・分量 

視 点 ⑦分量や教材の数 

方 法 ○判型，ページ数，４つの視点ごとの教材数 

  

発行者 調査・研究内容 

東書 

【判型】ＡＢ判 

 

【ページ数】 

 
ページ数 

本冊 別冊 

第１学年 １８１ なし 

第２学年 １８９ なし 

第３学年 １８９ なし 

 

【４つの視点ごとの教材数】 

※ 付録の５教材を含む。 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 計 

第１学年 ７ ７ １４ ７ ３５ 

第２学年 ７ ７ １４ ７ ３５ 

第３学年 ７ ７ １４ ７ ３５ 

 

 

 

学図 

【判型】ＡＢ判 

 

【ページ数】 

 
ページ数 

本冊 別冊 

第１学年 ２２４ なし 

第２学年 ２２８ なし 

第３学年 ２２４ なし 

 

【４つの視点ごとの教材数】 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 計 

第１学年 ７ ６ １６ ６ ３５ 

第２学年 ７ ６ １６ ６ ３５ 

第３学年 ７ ６ １６ ６ ３５ 

 

 

 

・ 判は，ＡＢ判。別冊なし。ページ総数１８１～１８９。教材数３５（付録の

５教材を含む）。 

・ 判は，ＡＢ判。別冊なし。ページ総数２２４～２２８。教材数３５。 



教出 

【判型】Ｂ５判 

 

【ページ数】 

 
ページ数 

本冊 別冊 

第１学年 １９４ なし 

第２学年 １７８ なし 

第３学年 １７８ なし 

 

【４つの視点ごとの教材数】 

 ※ 付録の５教材を含む。 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 計 

第１学年 ８ ８ １２ ７ ３５ 

第２学年 ７ ７ １６ ５ ３５ 

第３学年 ５ ５ １６ ９ ３５ 

 

 

 

光村 

【判型】Ｂ５判 

 

【ページ数】 

 
ページ数 

本冊 別冊 

第１学年 ２２４ なし 

第２学年 ２２４ なし 

第３学年 ２３２ なし 

 

【４つの視点ごとの教材数】 

※ 第３学年の「村長の決断」は，複数内容項目教材である。 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 計 

第１学年 ８ ９ １２ ７ ３６ 

第２学年 ９ ８ １２ ７ ３６ 

第３学年 １０ ７ １２※ ８※ ３６ 

 

【その他】 

 ※ 年間の学習を４つの「シーズン」（まとまり）に分けている。 

 

 

 

・ 判は，Ｂ５判。別冊なし。ページ総数２２４～２３２。教材数３６。年間の

学習を４つの「シーズン」（まとまり）に分けている。 

・ 判は，Ｂ５判。別冊なし。ページ総数１７８～１９４。教材数３５（付録の

５教材を含む）。 



日文 

【判型】Ｂ５判（別冊も同様） 

 

【ページ数】 

 
ページ数 

本冊 別冊 

第１学年 １９１ ４０ 

第２学年 １９１ ４０ 

第３学年 １９１ ４０ 

 

【４つの視点ごとの教材数】 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 計 

第１学年 ７ ６ １５ ７ ３５ 

第２学年 ７ ６ １５ ７ ３５ 

第３学年 ７ ６ １５ ７ ３５ 

 

 

 

学研 

【判型】Ａ４判 

 

【ページ数】 

 
ページ数 

本冊 別冊 

第１学年 １８０ なし 

第２学年 １８４ なし 

第３学年 １８４ なし 

 

【４つの視点ごとの教材数】 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 計 

第１学年 ８ ７ １３ ７ ３５ 

第２学年 ８ ７ １２ ８ ３５ 

第３学年 ８ ８ １２ ７ ３５ 

 

 

 

・ 判は，Ｂ５判。別冊あり。ページ総数１９１（別冊は４０）。教材数３５。 

・ 判は，Ａ４判。別冊なし。ページ総数１８０～１８４。教材数３５。 



廣あか

つき 

【判型】ＡＢ判（別冊も同様） 

 

【ページ数】 

 
ページ数 

本冊 別冊 

第１学年 １７８ ６０ 

第２学年 １６２ ６０ 

第３学年 １５８ ６０ 

 

【４つの視点ごとの教材数】 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 計 

第１学年 ８ ７ １２ ８ ３５ 

第２学年 ８ ７ １２ ８ ３５ 

第３学年 ８ ７ １２ ８ ３５ 

 

【その他】 

 ※ 別冊ノートでは，教材を内容項目ごとに配列している。 

 

 

 

日科 

【判型】Ｂ５判 

 

【ページ数】 

 
ページ数 

本冊 別冊 

第１学年 １９２ なし 

第２学年 １９２ なし 

第３学年 １９２ なし 

 

【４つの視点ごとの教材数】 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 計 

第１学年 ６ ８ １７ ６ ３７ 

第２学年 ７ ８ １５ ７ ３７ 

第３学年 ７ ７ １５ ８ ３７ 

 

【その他】 

 ※ 教材を内容項目順に配列している。 

 

 

 

 

・ 判は，ＡＢ判。別冊あり。ページ総数１５８～１７８（別冊は６０）。教材

数３５。別冊ノートでは，教材を内容項目ごとに配列している。 

・ 判は，Ｂ５判。別冊なし。ページ総数１９２。教材数３７。教材を内容項目

順に配列している。 



【中学校「特別の教科 道徳」】 

観 点 内容の構成・配列・分量 

視 点 ⑧現代的な課題等を踏まえた内容の示し方 

方 法 ○いじめ問題・情報モラルの扱い，教材等の例 

  

発行者 調査・研究内容 

東書 

【いじめ問題】 

いじめ問題の扱い 教材等の例 

・ 全学年で，１０教材設定してい

る。 

・ 「いじめのない世界へ（１）

（２）」として，複数教材をまと

めた「いじめ問題対応ユニット」

を設け，目次にも示している。 

・ 第１学年において，付録に，い

じめ問題を扱う教材を設けてい

る。 

※は，「いじめ問題対応ユニット」該当教材 

〔第１学年〕４教材 

・ いじめに当たるのはどれだろう※ 

・ 傍観者でいいのか※ 

・ ふたつの心※ 

・ いじめっ子の気持ち（付録） 

〔第２学年〕３教材 

・ 私のせいじゃない※ 

・ あの子のランドセル※ 

・ どんなことでも相談し合える仲間に※ 

〔第３学年〕３教材 

・ 無実の罪※ 

・ ある日の午後から※ 

・ いじめから目をそむけない※ 

【情報モラル】 

情報モラルの扱い 教材等の例 

・ 全学年で，５教材設定してい

る。 

・ 「みんなで考える観点」として

「情報モラルと友情」を設定した

教材を，各学年１教材ずつ設けて

いる。 

※は，「情報モラルと友情」該当教材 

〔第１学年〕１教材 

・ 短文投稿サイトに友達の悪口を書くと※ 

〔第２学年〕１教材 

・ ゴール※ 

〔第３学年〕３教材 

・ ある日の午後から 

・ スマホに夢中！  

・ 合格通知※ 

 

 

 

 

・ 「いじめ問題」に関する教材を，全学年で１０教材設定している。「いじめの

ない世界へ（１）（２）」として，複数教材をまとめたユニットを設け，目次にも

示している。 

・ 「情報モラル」に関する教材を，全学年で５教材設定している。「みんなで考

える観点」として「情報モラルと友情」を設定した教材を，各学年１教材ずつ

設けている。 



学図 

【いじめ問題】 

いじめ問題の扱い 教材等の例 

・ 全学年で９教材（特設ページは

５教材）設定している。 

・ いじめ問題を扱う教材には，

「いじめ防止」マークを目次及び

教材に付けている。 

・ 第２・３学年の「心の扉」に，

いじめ問題を扱う教材を１教材

ずつ設けている。 

〔第１学年〕３教材＋１教材 

・ 博史のブログ 

・ いつも一緒に 

・ 卒業文集最後の二行 

・ 特設ページ「さあ、楽しい夏休み！」 

〔第２学年〕４教材＋２教材 

・ 傍観者でいいのか 

・ 茂の悩み 

・ 千五百メートル走 

・ 自分らしい多様な生き方を共に実現さ

せるためにできること 

・ 心の扉「正義と公正さを重んじ、誰に

対しても公平で、差別や偏見のない社会」 

・ 特設ページ「さあ、楽しい夏休み！」 

〔第３学年〕２教材＋２教材 

・ 鏡の中の私 

・ 僕たちがしたこと 

・ 心の扉「正義と公正さを重んじ、誰に

対しても公平で、差別や偏見のない社会」 

・ 特設ページ「さあ、楽しい夏休み！」 

【情報モラル】 

情報モラルの扱い 教材等の例 

・ 各学年で５教材（特設ページは

３教材）設定している。 

・ 情報モラルを扱う教材には，

「情報のモラル」マークを目次及

び教材に付けている。 

〔第１学年〕１教材＋１教材 

・ 博史のブログ 

・ 特設ページ「さあ、楽しい夏休み！」 

〔第２学年〕１教材＋１教材 

・ ネット将棋 

・ 特設ページ「さあ、楽しい夏休み！」 

〔第３学年〕３教材＋１教材 

・ 言葉の向こうに 

・ 誰が本当の作者？  

・ 鏡の中の私 

・ 特設ページ「さあ、楽しい夏休み！」 

 

 

 

・ 「いじめ問題」に関する教材を，全学年で９教材（特設ページは５教材）設定

している。いじめ問題を扱う教材には，「いじめ防止」マークを目次及び教材に

付けている。 

・ 「情報モラル」に関する教材を，全学年で５教材（特設ページは３教材）設定

している。情報モラルを扱う教材には，「情報のモラル」マークを目次及び教材

に付けている。 



教出 

【いじめ問題】 

いじめ問題の扱い 教材等の例 

・ 全学年で７教材設定している。 

・ 巻頭で，重点テーマ「いじめや

差別のない社会に」を設定し，い

じめ問題を扱う教材を示してい

る。 

〔第１学年〕３教材 

・ 「いじり」？「いじめ」？ 

・ ショートパンツ初体験 inアメリカ 

・ あなたならどうしますか 

〔第２学年〕２教材 

・ わたしのせいじゃない 

・ 最優秀 

〔第３学年〕２教材 

・ あなたは顔で差別をしますか 

・ 卒業文集最後の二行 

【情報モラル】 

情報モラルの扱い 教材等の例 

・ 全学年で５教材設定している。 

・ 巻頭で，重点テーマ「情報とよ

りよくつき合う」を設定し，情報

モラルを扱う教材を示している。 

〔第１学年〕２教材 

・ 自分で決める 

・ ルールとマナー 

〔第２学年〕２教材 

・ ＳＮＳとどうつき合う？  

・ 本当の友達って 

〔第３学年〕１教材 

・ 歩きスマホをどうするか 

 

 

 

 

光村 

【いじめ問題】 

いじめ問題の扱い 教材等の例 

・ 全学年で２４教材（コラム

は３教材）設定している。 

・ 様々な内容項目から「いじ

めの問題」の解決に結び付く

教材及びコラムを設けてい

る。 

・ 巻末の「テーマ別教材一覧」

に，「いじめを許さないため

に」というテーマを付けて教

材を示している。 

・ 巻末の「内容項目別教材一

覧」の「現代的な課題等との

関わり」の項目に，いじめ問

題を扱う教材を示している。 

 

〔第１学年〕７教材＋１教材 

・ 自分で決めるって？ 

・ 魚の涙 

・ コラム「いじめが生まれるとき」 

・ 言葉の向こうに 

・ やっぱり樹里は 

・ 裏庭での出来事 

・ 親友 

・ 橋の上のおおかみ 

〔第２学年〕１０教材＋１教材 

・ テニス部の危機 

・ 友達はライバル 

・ 違うんだよ、健司 

・ 松葉づえ 

・ ジコチュウ 

・ ちがいの意味を見直す 

・ 明日、みんなで着よう 

・ 「許せないよね」 

・ 「桃太郎」の鬼退治 

・ 「いじめ問題」に関する教材を，全学年で７教材設定している。巻頭で，重点

テーマ「いじめや差別のない社会に」を設定し，いじめ問題を扱う教材を示し

ている。 

・ 「情報モラル」に関する教材を，全学年で５教材設定している。巻頭で，重点

テーマ「情報とよりよくつき合う」を設定し，情報モラルを扱う教材を示して

いる。 

 



・ 泣いた赤おに 

・ コラム「『いじめ』と『いじり』」 

〔第３学年〕７教材＋１教材 

・ 「知らないよ。」 

・ がんばれ おまえ 

・ アイツとオレ 

・ ぼくの物語 あなたの物語 

・ 三年目の「ごめんね」 

・ 恩讐の彼方に 

・ 巣立ちの歌が聞こえる 

・ コラム「自分たちにできること」 

【情報モラル】 

情報モラルの扱い 教材等の例 

・ 全学年で５教材（コラムは

３教材）設定している。 

・ 情報モラルの内容を扱った

コラムを読み物教材と組み合

わせて設定している。 

・ 巻末の「内容項目別教材一

覧」の「現代的な課題等との

関わり」の項目に，情報モラ

ルを扱う教材を示している。 

〔第１学年〕２教材＋１教材 

・ 私の話を聞いてね 

 ・ 言葉の向こうに 

 ・ コラム「ネットの書き込み、大丈夫？」 

〔第２学年〕２教材＋１教材 

・ 夢中になるのは悪いこと？ 

・ コラム「ネット依存について考えよう」 

・ 「許せないよね」 

〔第３学年〕１教材＋１教材 

・ 闇の中の炎 

・ コラム「情報社会に生きる」 

 

 

 

 

 

 

 

・ 「いじめ問題」に関する教材を，全学年で２４教材（コラムは３教材）設定

している。巻末の「テーマ別教材一覧」にテーマを付けて教材を示したり，巻

末の「内容項目別教材一覧」に「いじめ問題」を扱う教材を示したりしてい

る。 

・ 「情報モラル」に関する教材を，全学年で５教材（コラムは３教材）設定してい

る。巻末の「内容項目別教材一覧」に，「情報モラル」を扱う教材を示している。 



日文 

【いじめ問題】 

いじめ問題の扱い 教材等の例（※は，ユニット） 

・ 全学年で１４教材（コラム

は８教材）設定している。 

・ いじめ問題を扱う教材とコ

ラム（プラットホーム）を組

み合わせたユニットである

「『いじめ』と向き合う」を各

学年で設けており，目次に示

している。 

・ 巻頭の「この教科書で学ぶ

テーマ」に，いじめ問題を扱

う教材とコラムを示してい

る。 

・ いじめ問題を扱う最初のユ

ニットに，扉ページ「『いじ

め』と向き合う」を設けてい

る。 

・ 巻末の「内容項目別教材一

覧」に，いじめ問題を扱う教

材を示している。 

 

 

 

 

〔第１学年〕７教材＋３教材，３ユニット 

・ さかなのなみだ※１ 

・ コラム「『いじめ』って何？」※１ 

・ 近くにいた友※１ 

・ コラム「怒りの感情と上手につき合おう」※１ 

・ トマトとメロン※１ 

・ 二人の約束※２ 

・ コラム「心の様子をチェックしよう」※２ 

・ むかで競争※２ 

・ 旗※３ 

・ 自分だけ「余り」になってしまう……※３ 

〔第２学年〕５教材＋３教材，２ユニット 

・ 五月の風―カナ―※１ 

・ 五月の風―ミカ―※１ 

・ コラム「自分の考え方を見つめよう」※１ 

・ リスペクト アザース※１ 

・ コラム「人権課題への取り組み」※１ 

・ ハイタッチがくれたもの※２ 

・ コラム「『いじめ』をなくすために」※２ 

・ ヨシト※２ 

〔第３学年〕２教材＋２教材，１ユニット 

・ 卒業文集最後の二行※１ 

・ コラム「私たちは、なぜ人を攻撃するの？」※１ 

・ 思いを伝えることの難しさ※１ 

・ コラム「私ってどんな人？」※１ 

【情報モラル】 

情報モラルの扱い 教材等の例（※は，ユニット） 

・ 全学年で７教材（コラムは

３教材）設定している。 

・ 情報モラルを扱う教材とコ

ラム（プラットホーム）を組

み合わせたユニットである

「情報モラル」を各学年で設

け，目次に示している。 

・ 巻頭の「この教科書で学ぶ

テーマ」に，情報モラルを扱

う教材とコラムを示してい

る。 

・ 巻末の「内容項目別教材一

覧」に，情報モラルを扱う教

材を示している。 

〔第１学年〕２教材＋１教材，１ユニット 

・ 近くにいた友 

・ 使っても大丈夫？※ 

・ コラム「よりよい情報社会のために」※ 

〔第２学年〕３教材＋１教材，１ユニット 

・ 五月の風―カナ― 

・ 五月の風―ミカ― 

・ ネット将棋※ 

・ コラム「そんなつもりじゃなかったのに……」 ※ 

〔第３学年〕２教材＋１教材，１ユニット 

・ ある朝のできごと※ 

・ コラム「ネットワーク社会の落とし穴」※ 

・ 言葉の向こうに※ 

 

 

 

 

・ 「いじめ問題」に関する教材を，全学年で１４教材（コラムは８教材）設定し

ている。いじめ問題を扱う教材とコラムを組み合わせたユニットを各学年で設

けており，最初のユニットに，扉ページ「『いじめ』と向き合う」を設けている。

また，目次や巻頭，巻末に，いじめ問題を扱う教材を示している。 

・ 「情報モラル」に関する教材を，全学年で７教材（コラムは３教材）設定して

いる。情報モラルを扱う教材とコラムを組み合わせたユニットを各学年で設け

ている。また，目次や巻頭，巻末に，情報モラルを扱う教材を示している。 



学研 

【いじめ問題】 

いじめ問題の扱い 教材等の例 

・ 全学年で１４教材（特

設ページは３教材）設定

している。 

・ 巻頭の「様々なテーマ

で学ぼう―主な教材の紹

介」に，「いじめをなくす

ために」というテーマを

設定し，教材を示してい

る。 

・ 第１学年に，いじめ問

題を扱った特設ページ

「クローズアップ」「深め

よう」を設けている。 

 

 

〔第１学年〕４教材＋２教材 

・ うわさで決めるの？ 

・ 特設ページ「ＳＮＳでのいじめについて考え

る」 

・ 裏庭での出来事 

・ 特設ページ「どうしてそんなことをするの」 

・ 公平とはなんだろう 

・ 吾一と京造 

〔第２学年〕４教材 

・ 旗 

・ ソムチャイ君の笑顔 

・ サキとタク 

・ 言葉の向こうに 

〔第３学年〕６教材＋１教材 

・ インターネットと共に 

・ 笛 

・ 私たちの合唱コンクール 

・ どうして？ 

・ 卒業文集最後の二行 

・ 特設ページ「広い海へ出てみよう」 

・ 五井先生と太郎 

【情報モラル】 

情報モラルの扱い 教材等の例 

・ 全学年で６教材（特設

ページは５教材）設定し

ている。 

・ 情報モラルを扱う教材

には，目次や教材の冒頭

に，マークを付けて示し

ている。 

・ 情報モラルを扱った特

設ページ「クローズアッ

プ」「クローズアッププラ

ス」「深めよう」を設けて

いる。 

〔第１学年〕３教材＋２教材 

・ うわさで決めるの？  

 ・ 特設ページ「ＳＮＳでのいじめについて考え

る」 

・ ネット将棋 

・ 日曜日の朝に 

・ 特設ページ「歩きスマホは危険がいっぱい」 

〔第２学年〕１教材＋１教材 

・ 特設ページ「熊本地震 被災地支援 ＳＮＳが

威力」 

・ 言葉の向こうに 

〔第３学年〕２教材＋２教材 

・ インターネットと共に 

・ 特設ページ「住みよい社会にするために」 

・ 便利なスマホ 使い方次第で 

・ 特設ページ「携帯電話のマナー、守れています

か」 

 

 

 

 

 

 

・ 「いじめ問題」に関する教材を，全学年で１４教材（特設ページは３教材）設

定している。巻頭の「様々なテーマで学ぼう―主な教材の紹介」に，「いじめを

なくすために」というテーマを設定し，教材を示している。 

・ 「情報モラル」に関する教材を，全学年で６教材（特設ページは５教材）設定

している。「情報モラル」を扱っている教材には，目次や教材の冒頭に，マーク

を付けて示している。 



廣あかつ

き 

【いじめ問題】 

いじめ問題の扱い 教材等の例 

・ 全学年で９教材（コラ

ムや別冊ノートは４教

材）設定している。 

・ 第１学年に，いじめ問

題 を 扱 っ た コ ラ ム

「thinking」を設けてい

る。 

・ 各学年の別冊ノートに

いじめ問題を扱う教材を

設けている。 

 

〔第１学年〕２教材＋２教材 

・ ヨシト 

・ コラム「してもよい『いじめ』などない」 

・ ある日のバッターボックス 

・ 別冊ノート「いじめ撲滅宣言」 

〔第２学年〕３教材＋１教材 

・ 君、想像したことある？ 

・ 路上に散った正義感 

・ 最も悲しむべきことは、病めることでも貧しい

ことでもなく 

・ 別冊ノート「いじめの構造」 

〔第３学年〕４教材＋１教材 

 ・ スダチの苗木 

・ 卒業文集最後の二行 

・ ピヨ子 

・ 虹の国 － ネルソン・マンデラ － 

・ 別冊ノート「世界人権宣言」 

【情報モラル】 

情報モラルの扱い 教材等の例 

・ 全学年で５教材（特集

ページは３教材）設定し

ている。 

・ 各学年で，巻末に情報

モラルを扱った特集ペー

ジを設けている。 

  

 

〔第１学年〕２教材＋１教材 

・ ネット将棋 

・ 言葉の向こうに 

・ 特集ページ「情報機器によるコミュニケーショ

ンを考える」 

〔第２学年〕２教材＋１教材 

・ いつでも・どこでも・誰とでも 

・ 君、想像したことある？  

・ 特集ページ「情報機器と私たちの生活を考え

る」 

〔第３学年〕１教材＋１教材 

・ ピヨ子 

・ 特集ページ「情報社会を生きていくために」 

 

 

 

 

 

・ 「いじめ問題」に関する教材を，全学年で９教材（コラムや別冊ノートは４

教材）設定している。 

・ 「情報モラル」に関する教材を，全学年で５教材（巻末の特集は３教材）設定

している。 

 



日科 

【いじめ問題】 

いじめ問題の扱い 教材等の例 

・ 全学年で９教材設定してい

る。 

 

 

〔第１学年〕４教材 

・ いつもいっしょに 

・ プロレスごっこ 

・ 過去からのメッセージ 

・ 誰かのために 

〔第２学年〕２教材 

・ コンスタンチン君 命のリレー 

・ キミばあちゃんの椿 

〔第３学年〕３教材 

 ・ ひさの星 

 ・ いのちの絆 

・ いつかは言いたい二度目のごめん 

【情報モラル】 

情報モラルの扱い 教材等の例 

・ 全学年で４教材（コラムは

１教材）設定している。 

 

〔第１学年〕１教材＋１教材 

・ グループ 

・ コラム「ネット・コミュニケーション」 

〔第２学年〕２教材 

・ ネット将棋 

・ 言葉の向こうに 

〔第３学年〕１教材 

・ 一通のメッセージから始まる物語 

 

 

 

 

 

・ 「いじめ問題」に関する教材を，全学年で９教材設定している。 

・ 「情報モラル」に関する教材を，全学年で４教材（コラムは１教材）設定して

いる。 

 



【中学校「特別の教科 道徳」】 

観 点 内容の表現・表記 

視 点 ⑨巻頭・巻末等の取扱いの工夫 

方 法 ○巻頭・巻末等の示し方 

  

発行者 調査・研究内容 

東書 

【巻頭・巻末等の示し方】（オリエンテーションのページは除く） 

巻頭等の示し方 巻末等の示し方 

・ 目次には，見開き２ページで，４つ

の視点で色分けしたマークと共に全

ての教材名を示している。また，教材

の構成や教材に付いているマークに

ついての説明も掲載している。 

・ 折り込みページの扉に，見開き２ペ

ージで，写真を背景にした詩を掲載し

ている。 

・ 見開き２ページで，「１年間で学ぶこ

と」として，４つの視点ごとに教材名

を示している。また，学年の初めに頑

張りたいことについて記入する欄を

設けている。 

・ 付録に，第１学年では小学校の道徳

の時間に学習した教材，第２学年では

読書案内，第３学年では社会で活躍す

る「先輩」の話を掲載している。また，

全学年に「郷土のことを考える」とし

て，見開き２ページで，郷土の発展を

支える人物や伝統・文化，技術や産業

などを，掲載している。 

・ 「テーマでふり返ろう」として，６

つのテーマで教材を分類して示して

いる。 

・ 「自分の学びをふり返ろう」として，

切り取り式の自己評価用紙を各学期

分設けている。 

・ 教材中の登場人物や自己の心の葛藤

を，２つの色の割合で表す「心情円」

及びホワイトボード用紙を設けてい

る。（切り取り式） 

 

 

 

 

 

・ 巻頭：目次では，見開き２ページで，教材名や教材の構成等についての説明

を示している。また，写真を背景にした詩，「１年間で学ぶこと」として，教材

名を４つの視点ごとに示している。 

・ 巻末：「郷土のことを考える」等の付録や，テーマごとに教材を分類したペー

ジ，学期ごとに学習の記録を記入するページ，切り取り式の「心情円」や「ホワ

イトボード用紙」を設けている。 



学図 

【巻頭・巻末等の示し方】（オリエンテーションのページは除く） 

巻頭等の示し方 巻末等の示し方 

・ 目次には，３ページにわたって，４

つの視点で色分けしたマークと共に

全ての教材名を示している。また，教

材に付いているマークについての説

明を掲載している。 

・ 「心の扉」の該当ページを，４つの

視点ごとに分類して示している。 

・ 見開き２ページで，良好な学級集団

の構築をねらったグループワークで

ある「学級づくり」を掲載している。 

・ 一年間の振り返りを記入するページ

を設けている。 

・ 「保護者の方へ この教科書で目指

すこと」を４つの視点ごとに示してい

る。 

・ 「教材一覧」として，教材名を４つ

の視点で色分けをしてキーワードご

とに示している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

教出 

【巻頭・巻末等の示し方】（オリエンテーションのページは除く） 

巻頭等の示し方 巻末等の示し方 

・ 目次には，見開き２ページで，４つ

の視点で色分けした教材番号と共に

全ての教材名を示している。また，４

つの視点を示すと共に，「学びの道し

るべ」等のコーナーの活用を促してい

る。 

・ 「道徳の学びを記録しよう」として，

印象に残った教材や考えたことを書

き込む欄，新しい発見があったりため

になったと感じたりした教材に色を

塗る内容項目ごとの教材一覧を設け

ている。 

・ 第１・２学年では「どんな○年生に

なりたいか」，第３学年では「そして、

未来へ……」として，どんな上級生や

大人になりたいかを，書き込む欄があ

る。家の人や先生が書き込む欄もあ

る。 

・ 「都道府県にゆかりのある人物と，

その言葉」を折り込みページで掲載し

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

・ 巻頭：３ページにわたって目次やマークについての説明や，４つの視点ごと

に分類した「心の扉」の該当ページを示している。また，良好な学級集団の構

築をねらったグループワークを掲載している。 

・ 巻末：一年間の振り返りを記入するページや，保護者の方に対する「この教

科書で目指すこと」を示したページ，４つの視点及びキーワードごとの「教材

一覧」を掲載している。 

・ 巻頭：目次では，見開き２ページで，４つの視点で色分けした教材番号と共

に全ての教材名を２段で示している。また，「学びの道しるべ」等のコーナーの

活用を促している。 

・ 巻末：印象に残った教材や考えたことを書き込む「道徳の学びを記録しよう」，

家の人や先生が書き込む欄を含めた「どんな○年生になりたいか」等，「都道府

県にゆかりのある人物と，その言葉」を掲載している。 



光村 

【巻頭・巻末等の示し方】（オリエンテーションのページは除く） 

巻頭等の示し方 巻末等の示し方 

・ 目次の前に，見開き２ページで，イ

ラストを背景にした詩を掲載してい

る。 

・ 目次に，見開き２ページで，学習の

まとまり（四つのシーズン）を色で区

別し，全ての教材名や学習する時期を

示している。また，ユニットのテーマ，

教材の冒頭に付いているマークにつ

いて紹介している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 第１学年は，「日本の郷土玩具」，第

２学年は「日本各地の世界遺産」，第３

学年は「日本の先駆者たち」「茶道に込

められた礼儀の心」を，それぞれ見開

きで掲載している。 

・ 第３学年において，「人生目標年表を

書こう」のページを見開き２ページで

設けている。 

・ ７つのテーマに分けた「テーマ別教

材一覧」を見開き２ページで掲載して

いる。 

・ 各分野で活躍している人のメッセー

ジを見開き２ページで掲載している。 

・ 「先生方へ－この教科書が目ざした

１年生の姿」として，「現代的な課題等

との関わり」「他教科・領域との関わ

り」を示した「内容項目別教材一覧」

を設けている。 

・ 四つのシーズンごとに道徳の時間を

振り返る「学びの記録」を，切り取り

式の折り込みページで設けている。 

  

 

 

 

 

 

 

・ 巻頭：目次の前にイラストを背景にした詩を掲載している。また，目次に学

習のまとまりを色で区別して全ての教材名や学習する時期を示すと共に，ユニ

ットのテーマや教材の冒頭に付いているマークについて紹介している。 

・ 巻末：「日本の郷土玩具」等の資料，各分野で活躍している人のメッセージ，

テーマ別教材一覧，「内容項目別教材一覧」，四つのシーズンごとに道徳の時間

を振り返る切り取り式の折り込みページ「学びの記録」を設けている。 



日文 

【巻頭・巻末等の示し方】（オリエンテーションのページは除く） 

巻頭等の示し方 巻末等の示し方 

・ 目次の前に，見開き２ページで，写

真と共に学年の大テーマ等を掲載し

ている。 

・ 目次に，見開き２ページで，４つの

視点で色分けした教材番号及び全て

の教材名を示している。また，教材に

付いているマークについての説明を

掲載している。 

・ 見開き２ページで，「この教科書で学

ぶテーマ」を示し，「『いじめ』と向き

合う」のテーマには囲みがある。 

・ 別冊「道徳ノート」の目次には，４

つの視点で色分けした教材番号及び

全ての教材名，「道徳ノートの使い方」

を示している。 

・ テーマや教科等との関連等を記載し

た「内容項目別教材一覧」を設けてい

る。 

・ 見開き２ページで，写真を背景にし

た詩を掲載している。 

・ 別冊「道徳ノート」には，３ページ

にわたって，話合いの内容をメモした

りまとめたりする欄を，１ページで，

道徳の学習で学んだことを書き込む

欄を設けている。 

 

  

 

学研 

【巻頭・巻末等の示し方】（オリエンテーションのページは除く） 

巻頭等の示し方 巻末等の示し方 

・ 目次の前に，見開き２ページで，写

真及び著名人の言葉を掲載している。 

・ 目次に，見開き２ページで，４つの

視点で色分けをしたライン及び全て

の教材名を示している。また，４つの

視点についての紹介及び教材に付い

ているマークについての説明を掲載

している。 

・ 見開き２ページで，「よりよく生きる

ための２２の鍵」及び教材名を４つの

視点に分類し示している。 

・ 「様々なテーマで学ぼう」として，

６つのテーマに合わせて教材名を分

類している。 

・ 自分の好きな言葉等を記入する「マ

イプロフィール」を掲載している。 

・ 「心の四季」として，「大切な友達に

贈りたい言葉」など４つの項目につい

て書き込むページを設けている。 

・ 第３学年において，未来への自分に

手紙を書く「未来への扉」を設けてい

る。 

・ 「教材と学習指導要領・道徳の内容

及び他の各教科等との関連例」を設け

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 巻頭：目次の前に写真及び学年の大テーマ等を，目次に全ての教材名を，ま

た，「この教科書で学ぶテーマ」を示している。別冊ノートには，目次及び「道

徳ノートの使い方」を示している。 

・ 巻末：テーマや教科等との関連等を記載した「内容項目別教材一覧」，写真を

背景にした詩を掲載している。また，別冊ノートには，話合いの内容をメモし

たりまとめたりする欄等を設けている。 

・ 巻頭：目次の前に写真及び著名人の言葉，目次には全ての教材名を２段で示

している。また，教材名を内容項目や６つのテーマに合わせて分類したページ

や，自分の好きな言葉等を記入する「マイプロフィール」を掲載している。 

・ 巻末：「心の四季」として，「大切な友達に贈りたい言葉」など４つの項目に

ついて書き込むページを設けている。また，「教材と学習指導要領・道徳の内容

及び他の各教科等との関連例」を設けている。 



廣あかつ

き 

【巻頭・巻末等の示し方】（オリエンテーションのページは除く） 

巻頭等の示し方 巻末等の示し方 

・ 目次に，見開き２ページで，全ての

教材名を示している。また，４つの視

点とマークとの対応及び記載例を掲

載している。 

・ １ページで，豊かな自己の形成のた

めの段階を掲載している。 

・ 別冊「道徳ノート」の目次に，４つ

の視点で色分けをして，内容項目の概

要を示している。また，好きなスポー

ツ等について書き込む「中学○年生の

私」を設けている。 

・ 各学年で「情報モラル」について，

さらに，第１学年で「現代的な課題」，

第２学年以上で「持続可能な社会」に

ついて考えるコラムを，合計４ページ

で掲載している。 

・ 「内容一覧」として，教材名及び内

容項目，作者を記載している。 

・ ４つの視点で色分けし，内容項目の

概要及び全ての教材名を示している。 

・ 別冊「道徳ノート」には，「心に残っ

ている授業の記録」を２ページで，「話

し合い活動の記録」を２ページで，「学

習の記録」を５ページで，教材ごと及

び内容項目ごとの自己評価等をする

「心のしおり」を折り込みページで設

けている。 

 

 

 

 

 

日科 

【巻頭・巻末等の示し方】（オリエンテーションのページは除く） 

巻頭等の示し方 巻末等の示し方 

・ 目次に，見開き２ページで，４つの

視点で色分けをして，全ての教材名を

内容項目順に示している。 

・ 見開き２ページで，写真やイラスト

を背景として，詩を掲載している。 

 

・ 見開き２ページで，１年間の成長や

道徳の授業等について振り返るペー

ジを設けている。 

・ 「学習指導要領対応表」として，４

つの視点で色分けをし，内容項目ごと

に，全ての教材名を示している。 

・ 見開き２ページで，写真を背景にし

た詩を掲載している。〔第３学年〕 

 

 

 

 

 

 

 

・ 巻頭：目次に，全ての教材名を内容項目順に２段で示している。また，写真

やイラストを背景とした詩を掲載している。 

・ 巻末：１年間の成長や道徳の授業等について振り返るページを設けている。

また，「学習指導要領対応表」として，４つの視点で色分けをし，内容項目ごと

に全ての教材名を示している。 

・ 巻頭：目次に全ての教材名を，その次のページに豊かな自己の形成のための

段階を示している。また，別冊ノートの目次に内容項目の概要を，その次のペ

ージに自分のことについて書き込む「中学○年生の私」を設けている。 

・ 巻末：「情報モラル」等について考えるコラムや「内容一覧」のページを設け

ている。また，別冊ノートには，学習の記録ページや，教材ごと及び内容項目

ごとの自己評価等をする「心のしおり」を折り込みページで設けている。 



【中学校「特別の教科 道徳」】 

観 点 内容の表現・表記 

視 点 ⑩教材の内容を理解させる工夫 

方 法 ○マーク・キャラクター等の示し方，活用の具体例 

  

発行者 調査・研究内容 

東書 

【マーク・キャラクター等の示し方，活用の具体例】 

マーク・キャラクター等の示し方 活用の具体例 

・ 目次及び全ての教材の冒頭に，４つ

の視点をマークで示している。 

・ 該当する４つの視点を示している。 

・ 教材名の上に，「ＡＣＴＩＯＮ！」の

マークを設定している。 

・ 役割演技などを取り入れた学習であ

ることを示している。 

・ 教材の後のコラムに，「Ｐｌｕｓ」の

マークを設定している。 

・ 教材で学習した内容を広げるための

コラムであることを示している。 

・ 教材名の下に，教科関連マークやＤ

マークを設定している。 

・ 関連する教科があるものは教科関連

マーク，デジタルコンテンツを用意し

ているものはＤマークを示している。 

・ 教材の終わりに，「考えてみよう！」

のマークを設定している。 

・ 教材を読んで考える問いであること

を示している。 

・ 教材の下段に，「つぶやき」のマーク

を設定している。 

・ 思ったことや考えたことを書き込む

欄であることを示している。 

・ 目次や「ＡＣＴＩＯＮ！」等で，生

徒（あや，しょう），先生（第１学年：

林先生，第２学年：山本先生，第３学

年：久保田先生）及び案内役（考えタ

イガー）を設定している。 

・ 学習の進め方を示している。 

 

 

 

 

 

 

・ 目次及び全ての教材の冒頭に４つの視点を示したマーク，教材の終わりに「考

えてみよう」のマーク，教材の下段に「つぶやき」のマークを設定している。そ

の他，「ＡＣＴＩＯＮ！」のマーク，「Ｐｌｕｓ」のマーク，教科関連マーク，デ

ジタルコンテンツが用意されていることを示すＤマークを設定している。また，

キャラクターとして，学習の進め方を示す「考えタイガー」等を設定している。 



学図 

【マーク・キャラクター等の示し方，活用の具体例】 

マーク・キャラクター等の示し方 活用の具体例 

・ 目次及び全ての教材の冒頭に，４つ

の視点をマークで示している。 

・ 該当する４つの視点を示している。 

・ 全ての教材の終わりに，活動のマー

ク「考えよう」「見つめよう」「意見交

換」を設定している。 

・ 「学びに向かうために」のコーナー

に，それぞれの活動を促す発問である

ことを示している。 

・ 全ての教材の冒頭の下に，「大切な１

０のポイント」のマークを設定してい

る。 

・ 「いじめの防止」「社会の持続的な発

展」等１０種類のマークを使い，深く

考えるポイントを示している。 

・ 教材の後に，「心の扉」をマークで示

している。 

・ 道徳的価値を深めたり，多面的・多

角的なものの見方や考え方を促した

りするページであることを示してい

る。 

・ 巻末に，鉛筆のマークを設定してい

る。 

・ 考えや振り返りを書き込む欄である

ことを示している。 

・ 全ての教材の終わりに，「振り返ろ

う」のマークを設定している。 

・ 「学びの記録」の該当ページである

ことを示している。 

 

 

教出 

【マーク・キャラクター等の示し方，活用の具体例】 

マーク・キャラクター等の示し方 活用の具体例 

・ 目次及び全ての教材の冒頭に，４つ

の視点を色分けして示している。 

・ 該当する４つの視点を示している。 

・ 教材の終わりに，「学びの道しるべ」

のマークで設定している。 

・ みんなで話し合ったり，さまざまな

立場から考えたり，考えを広げ深めて

いったりするための発問であること

を示している。 

・ 教材名の下及び「学びの道しるべ」

に，「問い」のマークを設定している。 

・ ４つの視点で色分けしたマークを使

い，意識付け等の問いであることを示

している。 

・ 教材の後に「やってみよう」のマー

クを設定している。 

 

・ 実際に場面を演じたり，よりよい行

いの練習をしたりして，教材での学び

を深める活動であることを示してい

る。 

 

 

 

 

・ 目次及び全ての教材の冒頭に，４つの視点を示したマーク，教材の終わりに，

「考えよう」「見つめよう」等の活動のマーク，教材の冒頭の下に，「いじめの防

止」等の「大切な１０のポイント」のマーク，教材の終わりに，「振り返ろう」

のマークを示している。また，「心の扉」のマーク，巻末の「学びの記録」等に

ある考えや振り返りを書き込む欄に鉛筆のマークを設定している。 

・ 目次及び全ての教材の冒頭に，４つの視点を示したマーク，教材の終わりに，

「学びの道しるべ」のマーク，教材名の下及び「学びの道しるべ」に，「問い」

のマーク，教材の後に「やってみよう」のマークを設定している。 



光村 

【マーク・キャラクター等の示し方，活用の具体例】 

マーク・キャラクター等の示し方 活用の具体例 

・ 目次及び扉ページに，１年間を４つ

に分けたまとまりを示すシーズンの

マークを設定している。 

・ ４・５月，６～８月，９～１２月，

１～３月のまとまりを色分けし，４つ

のシーズンとして示している。 

・ 全ての教材の冒頭に，４つの視点を

マークで示している。 

・ 内容項目と共に，４つのシーズンで

色分けしたマークを使い，該当する４

つの視点を示している。 

・ 「コラム」のマークを設定している。 ・ 現代的な課題について学びを深めた

り，人とよりよい関係を築くための

「こつ」を身に付けたりするためのコ

ラムであることを示している。 

 

 

 

 

日文 

【マーク・キャラクター等の示し方，活用の具体例】 

マーク・キャラクター等の示し方 活用の具体例 

・ 全ての教材の冒頭及び別冊「道徳ノ

ート」の教材名の横に，４つの視点を

マークで示している。 

・ 該当する４つの視点を示している。 

・ 目次及び教材の冒頭の下に，問題解

決的な学習，体験的な学習のマークを

設定している。 

 

 

 

・ 問題解決的な学習のマークは，学習

するなかで道徳的な問題をつかみ，そ

の解決に向けて考えたり話し合った

りすることを，体験的な学習のマーク

は，動作や演技をとおして考える学習

であることを示している。 

・ 目次及び教材の冒頭の下に，「デジタ

ルマーク」を設定している。 

・ ウェブサイトで授業に役立つ資料の

提供があることを示している。 

・ 目次及び教材の終わり，別冊「道徳

ノート」に，「考えてみよう」「自分に

＋１」のマークを設定している。 

・ 「考えてみよう」のマークは，考え

たり，議論したりしたい内容であるこ

とを，「自分に＋１」のマークは，これ

からの自分にどう生かすかを考える

内容であることを示している。 

・ 目次及び教材の後に，「プラットホー

ム」，「参考」のマークを設定している。 

・ 「プラットホーム」のマークは，学

習した内容を広げ，考えや視野を広げ

るコラムであることを，「参考」のマー

クは，学習した内容を理解する助けに

なるコラムであることを示している。 

・ 「私の生き方」のマークを設定して

いる。 

・ 様々な分野で活躍している方の生き

方や，中学生への応援メッセージを掲

載していることを示している。 

 

・ 全ての教材の冒頭に，４つの視点を示したマークを設定している。また，目

次及び扉ページに，１年間を４つに分けたまとまりを示すシーズンのマーク，

現代的な課題について学びを深めるページに「コラム」のマークを設定してい

る。 

・ 全ての教材の冒頭及び別冊ノートの教材名の横に，４つの視点をマークで示

している。また，目次や教材に，問題解決的な学習や体験的な学習のマーク，

「デジタルマーク」，「プラットホーム」のマーク，「参考」のマーク，「私の生き

方」のマークを設定している。さらに，目次や教材の終わり及び別冊「道徳ノ

ート」に，「考えてみよう」「自分に＋１」のマークを設定している。 



学研 

【マーク・キャラクター等の示し方，活用の具体例】 

マーク・キャラクター等の示し方 活用の具体例 

・ 目次及び全ての教材の冒頭に，４つ

の視点を色分けして示している。 

・ 該当する４つの視点を示している。 

・ 教材の終わりに，４つの視点の色と

同じ色の旗のマークを設定している。 

・ 考えを深め，自己を見つめるきっか

けとなる問いであることを示してい

る。 

・ 教材の後に「クローズアップ」「クロ

ーズアッププラス」のマークを設定し

ている。 

・ 関連情報（「クローズアップ」）や，

視点や学習内容の違う関連情報（「ク

ローズアッププラス」）のマークであ

ることを示している。 

・ 目次や教材の冒頭に，「深めよう」の

マークを設定している。 

 

・ 問題解決的な学習や体験的な学習に

取り組みやすいページであることを

示している。 

・ 目次や教材の冒頭に，情報モラルの

マークを設定している。 

・ 情報社会における生き方を考えるペ

ージであることを示している。 

・ 書き込み欄のマークを設定してい

る。 

・ 自分の考えを書く場所であることを

示している。 

 

 

 

 

 

廣あかつ

き 

【マーク・キャラクター等の示し方，活用の具体例】 

マーク・キャラクター等の示し方 活用の具体例 

・ 全ての教材の冒頭に，４つの視点を

色分けした丸で示している。 

・ 該当する４つの視点を示している。 

・ 教材の終わりに，「考える・話し合う」

「学習の手がかり」「考えを広げる・深

める」のマークを設定している。 

・ 目当てや問いを示している。 

・ 教材の終わりに，木の葉マークを設

定している。 

・ 先人や著名人の言葉を掲載してい

る。 

・ 該当ページに「thinking」のマーク

を設定している。 

・ 教材と関連して学びを深める特集で

あることを示している。 

・ 別冊「中学生の道徳ノート」の中に，

鉛筆のマークを設定している。 

・ 自分の考えを書く欄を示している。 

 

 

 

 

 

・ 目次及び全ての教材の冒頭に，４つの視点を色分けして示している。また，

教材の終わりに，４つの視点の色と同じ色の旗のマーク，教材の後に「クロー

ズアップ」「クローズアッププラス」「深めよう」のマーク，情報モラルのマー

ク，書き込み欄のマークを設定している。 

・ 全ての教材の冒頭に，４つの視点を色分けした丸を示している。また，教材

の終わりに，「考える・話し合う」等のマーク，先人や著名人の言葉を掲載して

いるところに木の葉マーク，教材と関連して学びを深める特集のページに

「thinking」のマーク，別冊ノートの中で自分の考えを書く欄に，鉛筆のマー

クを設定している。 



日科 

【マーク・キャラクター等の示し方，活用の具体例】 

マーク・キャラクター等の示し方 活用の具体例 

・ 全ての教材の冒頭に，４つの視点を

色分けして示している。 

・ 該当する４つの視点を示している。 

・ 教材の終わりに，「考え、話し合って

みよう そして、深めよう」のマーク

を設定している。 

・ 発問であることを示している。 

・ 特設ページに，「もっと知りたい」等

のマークを設定している。 

・ 「もっと知りたい」の他に，第１学

年は「交通安全に気をつけよう」等の

５つのマーク，第２学年は「書いてみ

よう」等の５つのマーク，第３学年は

「考えてみよう」等の２つのマークを

設定している。 

 

 

・ 全ての教材の冒頭に，４つの視点を色分けして示している。また，教材の終

わりに，「考え、話し合ってみよう そして、深めよう」のマーク，特設ページ

に，「もっと知りたい」等のマークを設定している。 



【中学校「特別の教科 道徳」】 

観 点 言語活動の充実 

視 点 ⑪考えを伝え合う活動の工夫 

方 法 ○話合いを促す示し方，具体例 

  

発行者 調査・研究内容 

東書 

【話合いを促す示し方，具体例】 

※ 具体例で，学年を明記していないものは，第１学年のものである。 

話合いを促す示し方 具体例 

・ 巻頭「道徳の授業はこんな時間に」

の中に，「話し合いの手引き」を設定し

て示すと共に，ショートストーリーを

例とした話合いの場面を設定し，話合

いの具体的なプロセス等を示してい

る。 

〇 「話し合いのときの約束」 

・ 司会者は下記の「司会カード」を

参考に進めます。 

（ｐ３） 

〇 「司会カード」 

・ これから話し合いを始めます。ま

ず○○さん，自分の考えを発表して

ください。 

（ｐ３） 

〇 「『拓哉のなやみ』を読んで，考えて

みよう」 

・ グループになって話し合いましょ

う。ほかのグループで出た意見も聞

いてみましょう。 

（ｐ５） 

・ 教材の途中や終わり「考えてみよ

う！」のコーナーに，話合いを促す発

問を示している。 

 

 

 

 

 

〇 教材名：いじめに当たるのはどれだ

ろう 

 ・ いじめだと判断した場面とその理

由について、グループで話し合いま

しょう。 

（ｐ２６） 

○ 教材名：思いやりの日々 

・ 探究の対話「ｐ４ｃ（ピーフォー

シー）」をしてみましょう。 

・ ｐ４ｃのルールに沿って対話をし

ましょう。 

・ さらに問いを出し合いながら、対

話を楽しみましょう。 

（ｐ１０２） 

 

 

 

 

 

・ 巻頭「道徳の授業はこんな時間に」の中に，「話し合いの手引き」やショート

ストーリーを例とした話合いの場面を設定し，話合いの具体的なプロセス等を

示している。また，教材の途中や終わりに，話合いを促す発問を示している。 



学図 

【話合いを促す示し方，具体例】 

※ 具体例で，学年を明記していないものは，第１学年のものである。 

話合いを促す示し方 具体例 

・ 巻頭「道徳の学習を始めよう！」の

中に，話合いのポイントを示してい

る。 

 

 

 

 

 

○ 「考え、議論するために」 

・ 自分の考え、意見を積極的に言 

 う 

・ クラス全員が発言する授業にす 

 る 

・ 友達の意見をしっかりと聞く 

・ みんなで一緒に考える 

（ｐ２，３） 

・ 「学級づくり」のページにおいて，

話合いを促すグループワークを設け

ている。 

○ 「聞こう・話そう さいころトーク」 

・ クラス全体か、または班ごとに別

れ、話題に沿って話をする。 

（ｐ４，５） 

・ 教材の終わり「学びに向かうために」

のコーナーに，教材における話合いを

促す発問を示している。 

○ 教材名：誰も知らない 

≪考えよう 意見交換≫ 

・ まりこに聞かせたくない言葉を吐

く人と、毎日まりこに声をかけてく

れる人たちは、それぞれどんな気持

ちでまりこを見ているのか。考えた

ことを出し合おう。 

（ｐ１３） 

 

 

 

 

 

・ 巻頭「道徳の学習を始めよう！」の中に，話合いのポイントを示すと共に，

「学級づくり」のページにおいて，話合いを促すグループワークを設けてい

る。また，教材の終わり「学びに向かうために」のコーナーに，教材における

話合いを促す発問を示している。 



教出 

【話合いを促す示し方，具体例】 

※ 具体例で，学年を明記していないものは，第１学年のものである。 

話合いを促す示し方 具体例 

・ 巻頭「道徳って、どんなふうに学習

したらいいの？」の中に，話合いのポ

イントを示している。 

 

 

○ 「友達と考えを出し合って」 

・ なるほど、そういう見方もできる

ね。 

・ みんなで話し合う中で、新しい考

えが出てきたよ。 

 （ｐ４） 

・ 教材の終わり「学びの道しるべ」の

コーナーに，教材における話合いを促

す発問を示している。 

 

○ 教材名：おはよう 

・ 「形だけの挨拶をする」のと、「黙

っていても相手を思っている」の

と、どちらがよいと思うだろうか。

理由も含めて話し合おう。 

 （ｐ１７） 

・ 第１学年において，教材の途中に，

話合いを促す発問を示している。 

○ 教材名：「いじり」？「いじめ」？  

・ みなさんが、あってもよいと思う

「いじり」はどのようなものか、理

由も含めて考えてみましょう。考え

たことをもとに、話し合ってみまし

ょう。 

（ｐ３８） 

・ 活動のページ「やってみよう」に，

教材における話合いを促す発問を示

している。 

 

 

 

 

 

○ 教材名：不自然な独り言 

・ あなた自身に，他の人の助けを借

りたかったけれどお願いできなか

ったという経験はありませんか。そ

れはどんな状況で，どうしてお願い

できなかったのでしょうか。グルー

プで話し合ってみましょう。 

（ｐ２７） 

 

 

 

 

・ 巻頭「道徳って、どんなふうに学習したらいいの？」の中に，話合いのポイ

ントを示すと共に，教材の終わり「学びの道しるべ」のコーナーに，教材にお

ける話合いを促す発問を示している。また，活動のページ「やってみよう」

に，教材における話合いを促す発問を示している。 



光村 

【話合いを促す示し方，具体例】 

※ 具体例で，学年を明記していないものは，第１学年のものである。 

話合いを促す示し方 具体例 

・ 第１・２学年において，巻頭「『対話』

で広がる、道徳の時間」の中に，話合

いのポイントを示している。 

○ 「『他者』との対話」 

・ グループやクラスで意見を出し合

ったり、議論したりすると、どんな

ことに気づくだろう。 

（ｐ４） 

・ 第１学年において，コラムの中に「考

えよう」を設定し，内容における話合

いを促す発問を示している。 

 

○ 「いじめが生まれるとき」 

・ このような場面に出会ったとき、

Ｂさんの立場からは、悪ふざけをし

ている人たちに直接注意する以外

に、どんなことができるだろう。ク

ラスで話し合うなどして、いろいろ

な方法を考えてみよう。 

（ｐ６５） 

・ 第２・３年生において，「てびき」や

「確かめよう」のページに，話合いを

促す発問を示している。 

 

 

 

 

○ 「確かめよう」〔第２学年〕 

 ・ 次の文章を読んで、後の①から⑤

の話し合いの手順で実際に確かめ

よう。 

（ｐ５９） 

○ 「てびき」〔第２学年〕 

 ・ ２５ページの詩を読んで，思った

ことや感じたことを発表し合おう。 

（ｐ２９） 

 

￥ 

 

 

 

日文 

【話合いを促す示し方，具体例】 

※ 具体例で，学年を明記していないものは，第１学年のものである。 

話合いを促す示し方 具体例 

・ 巻頭「道徳科での学び方」の中に，

話合いのポイントを示している。 

 

 

○ 「学びをより深めるための手立て」 

・ みんなと話し合い、意見を交流し

て、自分の考えと比べ、多面的・多

角的に考えよう。 

 （ｐ３） 

・ 第３学年において，教材の終わり「自

分に＋１」のコーナーに，教材におけ

る話合いを促す発問を示している。 

○ 教材名：銀メダルから得たもの〔第

３学年〕 

 ・ より高い目標をめざすことについ

て、感じたり学んだりしたことを話

し合い、まとめてみよう。 

（ｐ９） 

・ 教材の終わり「学習の進め方」のペ

ージに，教材における話合いを促す発

問や「話し合いの例」を示している。 

 

 

 

○ 教材名：あったほうがいい？ 

・ ゴミ問題を解決するためにはどう

したらよいか、どんな考え方が大切

か話し合おう。 

・ 「話し合いの例」自分の考えを発

表する。→友達の意見を聞く。→再

・ 第１・２学年では，巻頭「『対話』で広がる、道徳の時間」の中に，話合い

のポイントを，第１学年では，コラムの中に「考えよう」を設定し，内容にお

ける話合いを促す発問を，第２・３学年では，「てびき」や「確かめよう」の

ページに話合いを促す発問を示している。 



 度よく考える。 

（ｐ６０） 

・ 「プラットホーム」の「まとめ」で，

内容における話合いを促している。 

○ 「『いじめ』って何？」 

 ・ なぜ「いじめ」が起き，止められ

ないことがあるのかを考え，どうす

れば「いじめ」をなくせるかをしっ

かり話し合ってみましょう。 

  （ｐ３４） 

・ 別冊「道徳ノート」の各ページ及び

巻末に，友達の意見や話合いをメモす

る欄を設けている。 

○ 教材名：あったほうがいい？ 

・ 友達の意見や話し合いをメモしよ

う。 

 （ｐ１１） 

○ 「ＭＥＭＯ」 

 ・ 話し合いの内容をメモしたり，ま

とめたりしよう。 

  （ｐ３７～３９） 

 

 

 

 

 

 

学研 

【話合いを促す示し方，具体例】 

※ 具体例で，学年を明記していないものは，第１学年のものである。 

話合いを促す示し方 具体例 

・ 巻頭「新しい扉を開く」の中に，「考

えを深める四つのポイント」の一つと

して，話合いのポイントを示してい

る。 

 

 

 

 

 

○ 「考え深める四つのポイント」 

≪話し合い、磨き合う≫ 

・ 話し合いをして，考えを磨き合

う。 

・ 自分の考えを、理由をはっきりさ

せて書いたり発表したりする。 

・ 友達の考えと自分の考えを比べ、

自分の考えを膨らませる。 

（ｐ２，３） 

・ 第２・３学年において，教材の終わ

りに，教材における話合いを促す発問

を示している。 

 

○ 教材名：キャッチボール 

〔第２学年〕 

 ・ 明夫の話から気になる問題を取り

出して、話し合ってみよう。 

  （ｐ８６） 

・ 教材の終わり「深めよう」のページ

に，「話し合おう」を設定し，「グルー

プでの話し合いの流れ」等を示してい

る。 

 

 

○ 「深めよう ＳＮＳでのいじめにつ

いて考える」 

≪話し合おう≫ 

・ 私がＢさんともっと親しくなり

たいと思うようになったのは，なぜ

だろう。 

＜グループでの話し合いの流れ＞ 

① 小グループに分かれる。 

② 進行係を決める。 

③ 順番を決め，それぞれ自分の考

えを発表する。 

・ 巻頭「道徳科での学び方」の中に，話合いのポイントを，教材の終わり「学習

の進め方」のページに，教材における話合いを促す発問や「話し合いの例」を

示している。また，別冊「道徳ノート」の各ページ及び巻末に，友達の意見や話

合いをメモする欄を設けている。 



④ 友達の考えを，自分の考えと比

べる。 

（ｐ２７） 

 

 

 

 

 

 

廣あかつ

き 

【話合いを促す示し方，具体例】 

※ 具体例で，学年を明記していないものは，第１学年のものである。 

話合いを促す示し方 具体例 

・ 巻頭「自分を見つめよう－道徳の時

間とは－」の中に，話合いの意義を示

している。〔第１学年〕 

・ 巻頭「自分を考えよう－道徳の時間

とは－」の中に，話合いの意義を示し

ている。〔第２学年〕 

・ 巻頭「自分をのばそう－道徳の時間

とは－」の中に，話合いの意義を示し

ている。〔第３学年〕 

○ 「自分を見つめよう－道徳の時間と

は－」 

≪ともに考え、話し合う≫ 

・ 自分の考えを他の人に分かりやす

く伝え、他の人の考えをよく聞きま

しょう。そうすることで相互理解が

深まるだけでなく、自分自身の見方

や考え方を広げたり、深めたりする

ことができます。 

（ｐ３） 

・ 教材の終わり「考える・話し合う」

のコーナーに，教材における話合いを

促す発問を示している。 

 

 

 

 

 

○ 教材名：ヨシト 

・ いじめをする人は卑怯であり、傍

観者も卑怯である。このことをしっ

かりと認識したうえで、いじめのな

い愛のある学級にするためにどん

なことが大切なのか、皆で話し合っ

てみよう。 

 （ｐ４０） 

・ 別冊「中学生の道徳ノート」の巻末

に，「話し合い活動の記録」を設定して

いる。 

 

○ 「話し合い活動の記録」 

・ 話し合いを通して新たに気づいた

こと・考えたこと  

  （ｐ５４） 

 

 

 

 

 

・ 巻頭「新しい扉を開く」の中に，話合いのポイントを示している。また，第

２・３学年において，教材の終わりに，教材における話合いを促す発問を，各

学年の教材の終わり「深めよう」のページに，「話し合おう」を設定し，「グル

ープでの話し合いの流れ」を示している。 

・ 巻頭「道徳の時間とは」の中に，話合いの意義を示したり，教材の終わり

「考える・話し合う」のコーナーに，教材における話合いを促す発問を示した

りしている。また，別冊「中学生の道徳ノート」の巻末に，「話し合い活動の

記録」を設定している。 



日科 

【話合いを促す示し方，具体例】 

※ 具体例で，学年を明記していないものは，第１学年のものである。 

話合いを促す示し方 具体例 

・ 巻頭「道徳科って何を学ぶの？」の

中に，話合いのポイントを示してい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

○ 「道徳科って何を学ぶの？」 

≪多様な考えを知るために≫ 

① 自分の考えをもち、積極的に発言

する 

② そのように考えた理由などを添

えて伝える 

③ 友達の話をしっかり聴いて受け

とめる 

④ 一人一人の考えや意見を尊重す

る 

⑤ 自分の考えと比較しながら聴く 

⑥ 友達の意見に対する疑問や、さら

に聴きたい点について質問する 

（ｐ４，５）         

・ 巻頭「教科書の使い方」のページで，

話合いを促している。 

○ 「教科書の使い方」 

 ・ 教材を読んで、感じたこと、考え

たことを書いたり、みんなで話し合

ったりしましょう。 

  （ｐ６） 

・ 教材の冒頭で，話合いを促している。

〔第２学年〕 

○ 教材名：こんなとき、どうしたらい

いの？ 〔第２学年〕 

 ・ 障害がある人とない人が、差別さ

れることなく、お互いを尊重し、共

に安心して暮らすには、どうしたら

よいか考え、話し合いましょう。 

  （ｐ９６） 

・ 教材の終わり「考え、話し合ってみ

よう そして、深めよう」のコーナー

に，教材における話合いを促す発問を

示している。 

○ 教材名：パーソナリティー 

・ 自分自身のよさは、どこにあるの

か。それをどのように伸ばしていく

ことができるのか考え、話し合って

みましょう。 

（ｐ２５） 

・ 教材の終わり「コラム」で，話合い

を促している。 

○ 「もっと知りたい ネット・コミュ

ニケーション」 

 ・ インターネットによる「コミュニ

ケーション」は、確かに便利ですが、

“なぜ自分はネットを使うのか”

“どのような、コミュニケーション

が望ましいのか”などを、家族、友

達、先生なども含めて話し合ってみ

ましょう。 

（ｐ１０３） 

 
・ 巻頭では，「道徳科って何を学ぶの？」に話合いのポイントを示し，「教科書

の使い方」のページでは，話合いを促している。また，教材の終わり「考え、話

し合ってみよう そして、深めよう」のコーナーに教材における話合いを促す

発問を示したり，教材の終わり「コラム」で話合いを促したりしている。 



 



【中学校「特別の教科 道徳」】 

観 点 言語活動の充実 

視 点 ⑫考えをまとめたり，振り返ったりする活動の工夫 

方 法 ○考えをまとめたり，振り返ったりする活動の示し方，まとめや振り返りの頻度数，

具体例 

  

発行者 調査・研究内容 

東書 

【考えをまとめる活動の示し方，頻度数，具体例】 

※ 具体例で，学年を明記していないものは，第１学年のものである。 

考えをまとめる活動の示し方 頻度数 具体例 

・ 教材の途中や終わりに，考

えをまとめて書き込む欄を

設けている。 

 

【７～９教材】 〇 教材名：傍観者でいいのか 

 ・ このようないじめの状況

を作らないために、私たち

はどうすればよいでしょ

う。 

  （ｐ２９） 

・ 教材の下段に，感じたこと

や考えたことなどを，自由

に書き込む欄を設けてい

る。 

【３０～３６教

材】 

 

 

 

〇 教材名：全てがリオでかみ

合った 

・ 「つぶやき」を書き込む

行が３行ある。 

  （ｐ１３） 

 

【振り返る活動の示し方，頻度数，具体例】 

※ 具体例で，学年を明記していないものは，第１学年のものである。 

振り返る活動の示し方 頻度数 具体例 

・ 巻末に，授業の取組につい

ての振り返り，心に残った

教材や授業で学んでよかっ

たこと，来期の取り組み方

を記録する振り返りのペー

ジを設けている。 

【３回分】 

（４項目） 

〇 「自分の学びをふり返ろう」 

 ・ 授業の取り組みについて

ふり返ってみよう。 

 ・ 今学期（今期）に読んだ

教材の中で，心に残ったも

のは何ですか。どのような

ことが心に残っています

か。 

  （ｐ１７７） 

 

 

 

 

 

・ 教材の途中や終わりに，考えをまとめて書き込む欄を設けた教材がある（７

～９教材）。また，ほとんどの教材に，感じたことなどを書き込む欄を設けてい

る。 

・ 巻末に，授業の取組についての振り返り，心に残った教材や授業で学んでよ

かったこと等を記録する振り返りのページを，３回分設けている。 

 



学図 

【考えをまとめる活動の示し方，頻度数，具体例】 

※ 具体例で，学年を明記していないものは，第１学年のものである。 

考えをまとめる活動の示し方 頻度数 具体例 

・ 教材の終わりに，メモする

欄を設けている。 

 

 

 

 

【２６～３３教

材】 

〇 教材名：誰も知らない 

 ・ メモ欄が３行ある。 

（ｐ１３） 

・ 教材の後の「心の扉」のペ

ージに，考えをまとめて書

き込む欄がある。 

【１９～２０教

材】 

〇 教材名：言葉の壁は「日本

舞踊」で乗り越えた 

 ・ あなたが知っている日本

の伝統や文化の中で、大切

にしたいと思っているもの

はどんなことか。 

（ｐ１９） 

 

【振り返る活動の示し方，頻度数，具体例】 

※ 具体例で，学年を明記していないものは，第１学年のものである。 

振り返る活動の示し方 頻度数 具体例 

・ 思ったことや感じたこと

について，教材ごとに学習

の振り返りができる欄を設

けている。 

【年間３回分】 

（教材ごと） 

（２項目） 

〇 「学びの記録」 

 ・ どのような学習をしたか。 

・ 自分はどんなことを考え

たか。友達の意見でどのよ

うなことが印象に残った

か。 

 （ｐ８１） 

・ 巻末に，一年間の学習を振

り返る欄を設けている。 

【１回分】 

（２項目） 

〇 「一年間の振り返り」 

 ・ 一年間の道徳の学習で、

どのようなことを深く考

え、どのように行動できる

ようになったと思うか。 

 ・ 自分のもっと伸ばしたい

ところ、変えたいところに

ついて、これからどのよう

にしていきたいか。 

（ｐ２２２） 

 

 

 

 

 

・ 教材の終わりにメモ欄，半数以上の教材の後にある「心の扉」のページに，

考えをまとめて書き込む欄を設けている。 

・ 思ったことや感じたことについて，教材ごとに学習の振り返りができる欄を

設けている。また，巻末に，一年間の学習を振り返る欄を設けている。 

 



教出 

【考えをまとめる活動の示し方，頻度数，具体例】 

※ 具体例で，学年を明記していないものは，第１学年のものである。 

考えをまとめる活動の示し方 頻度数 具体例 

・ 「やってみよう」のページ

に，自分の考えや感想等を

書き込む欄を設けている。 

【１～２教材】 

 

〇 教材名：不自然な独り言 

 ・ バスターミナルで，お年

寄りが困った様子で周りを

見回しています。さあ，勇

気を出して声をかけてみま

しょう。お年寄り役の人は，

困っている理由も言ってく

ださい。演じたあとに，感

想を書きましょう。 

  （ｐ２７） 

・ 教材の途中に，理由や気が

付いたこと等を書き込む欄

を設けている。〔第１学年〕 

【３教材分】 ○ 教材名：あなたならどうし

ますか〔第１学年〕 

 ・ この後、正人はどうする

と思いますか。①～⑥から

選び、その理由を書きまし

ょう。 

  （ｐ９６） 

 

【振り返る活動の示し方，頻度数，具体例】 

※ 具体例で，学年を明記していないものは，第１学年のものである。 

振り返る活動の示し方 頻度数 具体例 

・ 巻末に，印象に残った教材

等を記録する欄を設けてい

る。 

【３教材分】 

（２項目） 

〇 「道徳の学びを記録しよう」 

 ・ どのような教材が心に残

っていますか。そして、そ

こからあなたは何を考え、

何を学びましたか。学期ご

とに記録していきましょ

う。 

（ｐ１９０） 

・ 巻末に，新しい発見等があ

った教材に色を塗る欄であ

る「心かがやき度」を設けて

いる。 

【教材ごと】 〇 「道徳の学びを記録しよう」 

・ 学習して，新しい発見が

あったりためになったと感

じたりした教材に，自分な

りに色を塗ってみましょ

う。 

  （ｐ１９１） 

・ 巻末に，どんな自分になり

たいかを，家の人や先生も

含め書き込む欄を設けてい

る。 

【１回分】 

（３項目） 

〇 「どんな〇年生になりたい

か」〔第１・２学年〕 

 ・ あなたは、どんな〇年生

になりたいですか？ 

 ・ 家の人から 

 ・ 先生から 

 （ｐ１９２） 

〇 「そして、未来へ……」 

 〔第３学年〕 

・ あなたは、どんな大人に

なりたいですか？ 



 ・ 家の人から 

 ・ 先生から 

（ｐ１７６） 

 

 

 

 

 

・ 「やってみよう」に，自分の考えや感想等を書く欄を設けた教材が 1～２教

材，また，第１学年のみ，教材の途中に理由等を書く欄を設けたページが３教

材ある。 

・ 巻末に，印象に残った教材等（３教材分）を記録したり，新しい発見等があ

った教材に色を塗ったりする欄がある。また，どんな自分になりたいかを，家

の人や先生も含めて記入する欄を設けている。 



光村 

【考えをまとめる活動の示し方，頻度数，具体例】 

※ 具体例で，学年を明記していないものは，第１学年のものである。 

考えをまとめる活動の示し方 頻度数 具体例 

・ 教材の終わりや途中の「て

びき」に，自分が感じたこと

や考えたことを書き込む欄

を設けている。 

【３２～３３教

材】 

〇 教材名：自分で決めるっ

て？  

 ・ 「私の気づき」を書き込

む行が５行ある。 

  （ｐ１１） 

・ 教材の途中に，自分の考え

を書き込む欄を設けてい

る。 

 〔第２・３学年〕 

【第２学年：１

教材分】 

【第３学年：２

教材分】 

〇 教材名：嫌われるのを恐れ

る気持ち〔第２学年〕 

・ 互いの考えを聞き合う前

と後とで、自分の考えがど

う深まったか、どう変わっ

たかをまとめよう。 

 （ｐ１７７） 

 

【振り返る活動の示し方，頻度数，具体例】 

※ 具体例で，学年を明記していないものは，第１学年のものである。 

振り返る活動の示し方 頻度数 具体例 

・ 巻末に，シーズンごとの自

分の学びの振り返りや考え

を記述する折り込みページ

を設けている。 

【４回分】 〇 「学びの記録」 

 ・ シーズンごとに，自分の

学びを振り返ってみよう。

シーズンの中で，学んだこ

とが生かせたと思った出来

事，自分の考えが変わって

きたなと思えたこと，学ん

だことを生かしていきたい

と思ったことなど，自由に

書き留めておこう。 

・ 巻末に，自分の将来を想像

し，人生目標を書く年表を

設けている。〔第３学年〕 

【１回分】 〇 「人生目標年表を書こう」

〔第３学年〕 

 ・ まだ、先のことはわから

ないかもしれないけれど、

自分の将来を想像して、現

時点の人生目標を左の年表

に書いてみよう。 

（ｐ２２４） 

 

 

 

 

 

 

・ 教材の終わりや途中の「てびき」に，自分が感じたことや考えたことを記入

する欄を設けている。また，第２・３学年において，教材の途中に自分の考え

を記入する欄を設けたページがある（１～２教材分）。 

・ 巻末に，シーズンごとの自分の学びの振り返りや考えを記述する折り込みペ

ージ，第３学年においては，自分の人生目標を書く年表を設けている。 



日文 

【考えをまとめる活動の示し方，頻度数，具体例】 

※ 具体例で，学年を明記していないものは，第１学年のものである。 

考えをまとめる活動の示し方 頻度数 具体例 

・ 別冊「道徳ノート」に，教

材の終わり「考えてみよう」

や「自分に＋１」のコーナー

に掲載された発問につい

て，自分で考えたことなど

を書き込む欄を設けてい

る。 

 

【教材ごと】 

 

〇 教材名：サッカーの漫画を

描きたい 

 ・ 漫画を描くうえでのさま

ざまな困難にも負けず，高

橋さんはなぜ努力できたの

だろう。 

 ・ 友達の意見や話し合いを

メモしよう。 

  （ｐ２） 

・ 別冊「道徳ノート」の巻末

に，話合いの内容をメモし

たりまとめたりする欄を設

けている。 

【年間６回分】 〇 「ＭＥＭＯ」 

 ・ 話合いの内容をメモした

りまとめたりしよう。 

  （ｐ３７） 

 

【振り返る活動の示し方，頻度数，具体例】 

※ 具体例で，学年を明記していないものは，第１学年のものである。 

振り返る活動の示し方 頻度数 具体例 

・ 別冊「道徳ノート」に，授

業で学んだこと等について

振り返る欄を設けている。 

【教材ごと】 

 

〇 「自分への振り返り」 

 ・ 今日の授業の内容は印象

に残った／残らなかった 

 ・ 友達の意見や話し合いか

ら，新しい発見や気づきが

あった／なかった 

 ・ 自分の考えを深めること

ができた／できなかった 

 ・ これから大切にしたいこ

とがわかった／わからなか

った 

（ｐ２） 

・ 別冊「道徳ノート」の巻末

に，道徳の学習で印象に残

ったこと等を記入する保護

者記入欄付きの振り返りの

ページを設けている。 

【３回分】 〇 「道徳の学習で学んだこと

を書いてみよう」 

 ・ 印象に残った学習と，な

ぜ印象に残ったのかを学期

末などに書きましょう。 

  （ｐ４０） 

 

 

 

 

 

 

・ 別冊「道徳ノート」に，教材の終わりに掲載された発問について，自分で考

えたことなどを書き込む欄（各教材分）や，巻末に話合いの内容をメモしたり

まとめたりする欄を設けている（６回分）。 

・ 別冊「道徳ノート」に，授業で学んだこと等について振り返る欄（各教材

分）や，巻末に道徳の学習で印象に残ったこと等を記入する保護者記入欄付き

の振り返りのページを設けている（３回分）。 

 

。 

・ 。 

 



学研 

【考えをまとめる活動の示し方，頻度数，具体例】 

※ 具体例で，学年を明記していないものは，第１学年のものである。 

考えをまとめる活動の示し方 頻度数 具体例 

・ 教材の終わり「クローズア

ップ」に，自分の考えを書き

込む欄を設けている。 

 

 

【２～９教材】 〇 「クローズアップ 自分に 

合う仕事」 

 ・ 自分に合うのはどんな仕

事か、考えてみよう。 

  （ｐ１５） 

・ 教材の終わり「深めよう」

に，自分の考えを書き込む

欄を設けている。 

 

 

【２～３教材】 ○ 「深めよう ＳＮＳでのい

じめについて考える」 

 ≪考えを整理しよう≫ 

 ・ ＳＮＳでの会話には，ど

んな問題点があるか考えて

みよう。 

  （ｐ２７） 

・ 教材の途中に，自分の考え

を書き込む欄を設けてい

る。 

 

 

 

 

【１～２教材】 ○ 教材名：キャッチ アンド 

リリース 

 ・ 都道府県や市町村によっ

てルールが異なるのは、な

ぜだろう。 

  （ｐ８４） 

 

【振り返る活動の示し方，頻度数，具体例】 

※ 具体例で，学年を明記していないものは，第１学年のものである。 

振り返る活動の示し方 頻度数 具体例 

・ 教材の終わり「深めよう」

のページに，話合いを振り

返って気付いたことを書き

込む欄を設けている。 

【４回分】 ○ 「深めよう ＳＮＳでのい

じめについて考える」 

 ≪振り返ろう≫ 

 ・ 話し合いから，新たに気

付いたことを書こう。 

  （ｐ２７） 

・ 巻末に，１年間の自分の成

長を振り返るページを設け

ている。 

【１回分】 ○ 「心の四季」 

・ 大切な友達に贈りたい言

葉 

・ 思いついたり見付けたり

したとっておきの言葉 

・ 頑張っている自分に贈り

たい言葉 

・ 心の成長につながったき

っかけ 

 （ｐ１７９） 

・ 巻末に，未来への自分に手

紙を書く欄を設けている。

〔第３学年〕 

【１回分】 ○ 「未来への扉」〔第３学年〕 

 ・ ２０歳の自分，就職した

自分，親になった自分…… 

未来の自分へ手紙を書こ

う。 

  （ｐ１８３） 

 

 



 

 

 

廣あかつ

き 

【考えをまとめる活動の示し方，頻度数，具体例】 

※ 具体例で，学年を明記していないものは，第１学年のものである。 

考えをまとめる活動の示し方 頻度数 具体例 

・ 別冊「中学生の道徳ノート」

に，自分の考えや，学習を通

して感じたこと，考えたこと

を書き込む欄を設けている。 

【２２回分】 

 

〇 「自分で考え誠実に実行

し、結果に責任をもつ」 

 ・ 学習を通して感じたこ

と、考えたことをまとめて

みよう。 

  （ｐ３） 

・ 別冊「中学生の道徳ノート」

に，話し合いを通して新たに

気づいたことや考えたこと

を書き込む欄を設けている。 

【４回分】 〇 「話し合い活動の記録」 

 ・ 今の自分の考え 

 ・ 話し合いを通して新たに

気づいたこと・考えたこと 

（ｐ５４・５５） 

・ 別冊「中学生の道徳ノート」

に，学習の記録を書き込む欄

を設けている。 

【１５回分】 〇 学習の記録 

 （ｐ５６～６０） 

 

【振り返る活動の示し方，頻度数，具体例】 

※ 具体例で，学年を明記していないものは，第１学年のものである。 

振り返る活動の示し方 頻度数 具体例 

・ 別冊「中学生の道徳ノート」

に，自分のことについて振り

返って書き込む欄を設けて

いる。 

【５～８回分】 〇 「度を過ごさず、調和のあ

る生活をする」 

 ・ 今の自分の生活習慣を振

り返って考えてみよう。 

  （ｐ５） 

・ 別冊「中学生の道徳ノート」

の巻末に，心に残っている授

業の記録を書き込む欄を設

けている。 

【４回分】 〇 「心に残っている授業の記

録」 

 ・ 心に残っている理由 

  （ｐ５２） 

・ 別冊「中学生の道徳ノート」

の巻末に，教材ごとに自己評

価をする折り込みページを

設けている。 

【教材ごと】 

 

〇 自己評価（５段階） 

  

 

・ 別冊「中学生の道徳ノート」

の巻末に，内容項目ごとに自

己評価をする折り込みペー

ジを設けている。 

【内容項目ご

と】 

〇 自己評価（５段階） 

 

・ 別冊「中学生の道徳ノート」

の巻末に，伸ばしていきたい

ことや今後の目標について

振り返る折り込みページを

設けている。 

【４回分】 〇 「心のしおり」 

 ・ 伸ばしていきたいこと・

今後の目標 

・ 振り返って，どうだった

か／この１年の自分を振

り返って 

・ 教材の終わり「クローズアップ」や「深めよう」，教材の途中に，自分の考え

を書き込む欄を設けている教材がある。 

・ 教材の終わり「深めよう」のページに，話合いを振り返って気付いたことを

書く欄を設けている（４教材）。また，巻末に，１年間の自分の成長を振り返る

ページを設けている。 



 

 

 

日科 

【考えをまとめる活動の示し方，頻度数，具体例】 

※ 具体例で，学年を明記していないものは，第１学年のものである。 

考えをまとめる活動の示し方 頻度数 具体例 

・ 教材の途中に，自分の考え

を書き込む欄を設けてい

る。 

 

【０～１教材】 〇 教材名：二つの足跡 

 ・ 恐竜の研究をしているチ

ームがある地層を調べてい

ると、二つの恐竜の足跡ら

しきものが発見されまし

た。一体ここで何が起きた

のでしょう？  

（ｐ７０） 

・ コラムに自分の考えを書

き込む欄を設けている。 

 

 

 

 

【２～３教材】 〇 「考えてみよう」 

 ・ 同じものを見たり、聞い

たり、同じ問題に直面した

ときに、友達や家族が自分

とは違う考えだったことは

ありますか。その時、あな

たはどのように感じました

か。 

  （ｐ７２） 

 

【振り返る活動の示し方，頻度数，具体例】 

※ 具体例で，学年を明記していないものは，第１学年のものである。 

振り返る活動の示し方 頻度数 具体例 

・ 巻末に，１年間の成長や道

徳の授業等について振り返

るページを設けている。 

【１回】 〇 「私の道徳記録」 

・ １年生の心の成長を振り

返りましょう 

 ・ １年生の道徳の時間を振

り返りましょう。 

・ これからの心の成長につ

いて考えよう。 

・ ３年間の道徳の授業につ

いて振り返ってみましょ

う。〔第３学年〕 

・ 私の心を動かした３年間

のできごと〔第３学年〕 

 （ｐ１９０，１９１） 

 

 

 

 

 

 

・ 教材の途中やコラムに，自分の考えを書き込む欄を設けた教材が３～４教材

ある。 

・ 巻末に，１年間の成長や道徳の授業等について振り返るページを設けている。 

・ 別冊「中学生の道徳ノート」に，自分の考えや，学習を通して感じたこと，考

えたことをまとめる欄，話合いを通して新たに気づいたことや考えたことをま

とめる欄，学習の記録を書く欄を設けている。 

・ 別冊「中学生の道徳ノート」に，自分のことについて振り返って書く欄，心

に残っている授業の記録を書く欄，教材ごとや内容項目ごとの自己評価，伸ば

していきたいことなどについて振り返る折り込みページを設けている。 


